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1. はしがき
Pachon (27) Iζよれば， Billardがはじめて振動法に
よって血圧を測定したとしづ。その後， Reckling-
hausen(29)，Erlangerくめをはじめ多記の人によって，
その長所も，欠点も明らかにされ，ほ':>.'，今日で
は，その有用性の限界もはっきりしている。 Vaquez 
は Pressionmoyenne dynamique (1936)と題し 
て，モノグラフをまとめた。乙の間，わが国におい
ても，故三浦謹之助教授〈18〉，および，その門下のー 
連の研究があり，とくに，勝沼精蔵教援指導のもと
K行われた石田氏仰らのすくやれた業績がある。 
しかるに，第2次世界戦争の直前，および，戦 
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文献 

後， ドイツでは Wezler(41うSinn(35)らの，アメリカ
では Li1y(13九Hamilton(7)らの脈波，ないし，圧波
のすく守れた研究が行われ， Vaquezのいう中間血圧
が，どの程度，真の意味における力学的平均血圧を
反映するかの問題を生じた。それゆえ，教室の渡辺
(和)(43)は，臨床的に慣用される平均血圧と， San-
bornのマノメーターで測り， Nusser(22)の計算式を
改良して，力学的平均血圧を出して， くらべた。わ
たくしは，渡辺Kよって明らかにされた数項につ
き， Nusser値を Vaquezのいう Pression mo・ 
乙，lC.おきかえて調べ，とくyenne dynamique I
Basal Blood Pressure(l)のそれにかんするばかり
でなく， Supplemental Blood Pressure(23)として， 
臨床的に多少とも，貢献しうるように，立位・寒冷
試験，および，降圧薬使用時のそれをえらんだ。 
1. 被検者，ならびに，観察方法
本態性高血圧症(以下本高症と略)66例の Va-
quezの中間血圧(以下V.M.P.と略)を測り， ζ
のうちの 41例について，立位試験，寒冷昇圧試験
Cold Pressor Test (以下 C.P.T.と略〉を行った。
これらの 41例については，さらに Rsを17例IL， 
C5を24例l乙用い，その影響を調べた。 また別IL.，
Rs使用 25例， C5使用 25例の Ecgを分析した。
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A) V.M.P.については， Vaquez(37)のそれを改 間血圧JPression moyenneと名付け， Vaquez， 
良した Mm:型三浦式中間血圧記録器(三浦先生の Gley，Gomez，Kisthinios，LajoieCめは Pachonの， 
文献)を用い，腕帯の幅は， 15cm，長さは， 117cm 観察を追試して，これを承認し，かっ，その臨床的
とし，右上腕で測定した。 意義を大いに明らかにした。た Yし，オッシロメー 
B) 入院患者の血圧は，毎日，一定の時聞に測定 ターで定める D.P.は， Hurthleの膜マノメータ{
し，外来患者では，すくなくとも， 15分以上安静臥 によるそれと一致する。古くから，しばしば，用い
床させたのち，あらかじめコントロールした三浦式 られる算術的平均血圧，すなわち， (S. P. +D. P.) 
中間血圧記録器lζ附随する Tycos型の血圧計で測 +21とたいして， Vaquez，Gleyらは， r中間血圧j
った。なお，他側で， Riva.Rocci型血圧計を使い を， r力学的jといった。乙の聞の用語は，ときに， 
Korotokow法により， N. Y. Heart Association 混乱して使われるゆえ，注意を要する。もちろん，
の規約(23)にしたがって測定した。もちろん，左右差 算術的平均血圧は，動脈内の血圧の平均値ではな
があるゆえ，変動の傾向を見る参考にと Yめた。 い。血圧曲線を y =f(x)とすれば，一心周期にか 
C) C. P. T.は， Hinesおよび Brownω の原法 んする (~~=A を，心周期で除したものが，力学
J dx 
k準じ，右上腕で三浦式中間出圧記録器を用い， S. 的血圧高を表わす。 Vaquezのいう中間血圧が，血 
P.，V.M.P.，および， D.P.を測り，他側の手を腕 圧曲線をプラニメトリーして計算される範囲では，
関節まで 40Cの冷水中に 1分間浸して，その聞の血 乙れに等しいけれども，脈波曲線の大きいフレが急
圧値を記録し，離浴後，血圧が初めの値になるま に小さくなる点をとってきめる V.M.P.も等しい
で， 30秒Cとに測り，最大値と基本値の差を求めた。 とするわけにはゆかない。その験証は，協研者渡辺 
D) 立位試験は， Schellong(34)の変法として， (和)<43)についで加藤(守)も本誌に近日発表する。
臥・坐・立位の)1慣に，おのおの， 5分間ずつ三浦式 尋常者の V.M.P.について，協研者加藤とわたく
中間血圧記録法と聴診法lζより，血圧を記録した。 しがコントロールとして測定した範囲内では， 
E) 心電計は，千葉電機製作所の PC 2型と， CF 年令 例数 
6000型で，前者は，周波数特性 100サイクルまで平 10~24 43 81士1.3 
坦， 150サイクルで 75%，200サイクルで、 50%。時 25~49 71 87士1.5 
定数は 2秒以上。タイマーは 1/20秒。入力抵抗は 1 50~以上 19 96土1.2
メガ以上。後者は周波数特性0.2サイクルより 70サ となる。一般に，女性は，男性よりもや、低目であ
イクルまで平坦。時定数は， 1. 8秒以上。 タイマ{ る。それゆえ，内科的lと扱う年令による生理的差違
は 1j25秒である。 Rs0.5 ~ 1.0 mgを注射後ゃく 30 は， 10，ないし， 15mmHg以下である。乙れらの
分， C5 0.05~0.07 mgjkgを注射後ゃく 30分，ない 成績は，外国文献のそれよりや込低いが，勝沼精蔵
し， 60分で，えた Ecgの ST，および Tの高さ， 教授門下の渡辺氏(42)らの観察と一致する。 
RR間隔， QT間隔 (II誘導で)，電気的心位等の変 尋常者の V.M.P.は， D.P.K近いが，高血圧者
化を求めた。 のそれは， S. P. 1とより近づく。これについては，
111. 成
協研者加藤(守〉が述べる。しかも，高血圧者のS.P.
績
が，ときに，尋常の範囲に近いにもか〉わらず， V. 
A. 対照観察 M.P.が，はっきり高い場合がある。乙れを， Va-
Vaquez(34)の Pression moyenne dynamique quezおよび， Gamezは， Hypertension l1J-oyenne 
(V.M.P.，中間血圧)と， Gom印刷の Hyperten- isole s. solitairといい ζのさい，心拡大・労作 
sion moyenne isole s. solitair について。 時性呼吸困難，または?脳出血などが起りやすいと
ゃく 60年前， Potain は， S.P.とD.P.との聞 いった。わたくしも，観察中Ir，つぎの例をえたo 
K，実験的にふ臨床的にふ有意義な「圧Jがあ 例1. 28年，女性。主訴，_1まげしい後頭痛。 S.P.
るといった。 それに，ゃく， 10年遅れて， Pachon は 145mmHg，D.P.は85mm Hg，K. W. IV型。
は， Marey(15)の CompensatoryManometerを用 乙の眼底の変化を，きわ、めて容易 K傍証するもの
い，オッシロメーターの最大のフレが， D.P. Irー は， V.M.P.であった。すなわち， 140mmHgで，
致しない ζとを証明した。それ以前， Mareyらは， 尋常値より，ゃく 50mm Hgも高かった。との眼底
一致すると考えていた。 Pachonは， ζの圧を「中 の変化は， S.P.が高くなくとも，高血圧に関連し
司， 
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ていると思われる。心のX線所見はt，ちじるしい左 100mmHg。尿所見は尋常。トランキライザーと安
室拡大を， Ecgは，左室負荷曲線をもち，腎流血量 静をとらせたところ，自覚症はとれた。初診後， 4 
と尿の濃縮能のへりが中等度比あった。 カ月には， S.P.が 160mm Hg，D. P.は85mmHg，
例 2. 32年，女性。視力障害・どうき，はげしい V.M.P.は120mm Hgo K. W.の E型。乙れは，
頭痛。この例の眼底 !ct，高血圧性網膜症があっ 本高症であって，初診当時，血圧は谷にあふ自覚
た。 6カ月前，血圧が 190mmHgあるといわれた 症がかなり強かった。自覚症と，本高症の関連性を
が，入院以来， 160mmHg以上を示すことはなか 求めるには，あまりに他覚的所見がすくなすぎる。
った。 D:P.も100mmHgで，血圧高だけでは，た このとき， V.M.P. が，ゃく 30~40mmHg 充進し 
Yちに，高血圧性障害があるとは，いえなかった。 ている点を考えれば，患者の訴えを，神経症性のも
しかるに， V.M.P.は，いつも， 150mmHgで， のとしないで，すむ。
尋常より，ゃく 50mmHg，ないし， 60mm Hg高 例7以下は，病歴を省いて，血圧高だけを記す。
いことを証明した。諸検査成績を綜合すれば，やは 例 7. 53年，男性。本高症， K. W. II~直型。 S.
り， K.W.IV型というべきものであった。 P.170 mm Hg，D. P. 97 mm Hg，および， V.M. 
例 3. 43年，男性。主訴，めまい・頭痛・労作時 P.135mmHg。 例 8. 58年，男性。 本高症， K. 
性呼吸困難，および，チアノーゼ。幼時!L，ショウ W.II型。 S.P.175mmHg，D.P. 90mmHg，ぉ
紅熱Iζか〉り，その後，かなり永い間，尿蛋白があ よび， V.M.P. 145mmHg。例9. 女性。慢性腎
った。左室の拡大・大動脈硬化・心底の縮期性雑音 炎，尿毒症。 S.P.160 mm Hg，D.P. 100 mm Hg， 
・中等度の赤血球増加症， Ecg!Lは，左室負荷曲線 および， V. M. P. 135 mm Hg。 例 10. 52年，男
がある。 S.P.は150mm Hg，D. P.は95mmHg， 性。本高症， K. W. IT型。 S.P. 182mm Hg，D.P. 
および， V.M.P.は130mm Hgであった。諸検査 114mm Hg，および， V. M. P. 128 mmHg。
成績を綜合すれば，慢性腎炎の非浮腫型とすべきで Gomezのいう Hypertension moyenne isole 
あった。 s. solitairの存在をうたがい，または，例外的であ
例 4. 男性， 42年。生来，健康であった。たまた るという人たちがし1る。しかし，かような測定をせ
ま，集団検診で，左室のいちじるしい拡大を発見さ ず，見ないということで，存在を否定することもで
れたが， S.P.は 135mm Hg， D. P.は 95mmHg きず，また，例外的としても， Gomezの所見を保
であった。しかるに， V.M.P.は122mmHgで， 20 留することにはならない。わたくしは，協研者の検
回の膝まげ運動で 140mm Hgまでにも充進した。 例とを合せて，高血圧を主体とする循環疾患916例
例 5. 男性， 63年。主訴，記憶力の減退。血清ワ 中 10例!r.，みとめることができた。これらの 10例
ツセルマン反応は陰性。 S.P.は160mm Hg，D. P・ の S.P.，および， D.P.は，かならずしも，高く
は80mmHg，および， V. M. P. 126mm Hg。初診 ないが， V.M.P.は，尋常値より 30mmHgないし
以来，動脈硬化症として手当し，自覚症は大いに回 40mmHg高い。わたくしは， Gomezの現象の存
復した。 V.M.P.が，ゃく 30mm Hgも高い点に注 在する ζとは，みとめるけれども，氏のいうところ
目すれば，以前に高血圧症のあったことを省る要が に反して，予後が重大であると断定するのを保留し
ある。すなわち， 8ヵ月前には， S;P.は180mm たい。たしかに， K.W.IV型，ないし，尿毒症など
Hg，ないし， 200mmHgあり， 腎流血量は中等度 が 10例中，ゃくりsにあったけれども，斎藤教援指
比へり，心の左界は左乳線外 2横指，第2大動脈音 導のもとに松岡(19】が行った弛期性高血圧群のそれ
の充進， Ecg!Lは，いちじるしい左型・横位心の所 よりは，悪くなt'o 
見があった。また， 5カ月前には，いわゆる高血圧 B. 本態性高血圧症の安静時における Vaquezの
性脳症の発作をお乙し，その後の手当により，血圧 中間血圧と縮期圧，弛期圧，ならびに，脈圧
高はさがり，自覚症も良くなってきた例である。 表 lは，本高症における V.M. P.，S. P.，D. P.， 
例 6. 59年，女性。主訴，指端の異常感覚・耳鳴 D. P. +1/2P. P.，および， D. P. +1/3P. P.を示
り，および，頭痛感。父は脳卒中で死亡。栄養は す。
良。心l乙理学的の所見はなく，腹部にも異常がな 25例中， S.P.が 200mm Hg以上あるものは 8
い。 X線上!L，軽度の左第 4弓の突出があり， Ecg 例， 199~191 mmHgのものは 5例， 190~160 mm 
は，尋常範囲の左型。 S.P.は122mm Hg，D. P.は Hgのものは 10例， 160mm Hg以下のものは， 2例
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Tab. 1 
No.j Name IA的自I D叩 osis I K. W.I S. p.~p.lv.~.p.ID.P.+1/2P.p.ID.P.+1/3P，P 
1 Y. S. 32 H. C. D. 226 130I1I+4 163 178 162 
‘2 
口。E. H. S. T. 34 I 151 84 114 118 106 
3 。E. H. Y. W. I 9237 172 117 124 119 
4 。E. H. M. H. 40 I 176 110 120 143 132 
5 46 E. H. JI--li 209 126 142S. K. 168 154 
6 E. H. 工D. K. 49 112 121200 154 141 
7 工K. U. E. H. +P. P. 146 88 10650 117 107 
8 。E. H. H. S. 190 7456 II 110 122 113 
9 工S. W. E. H. 201 110 14857 156 140 
10 直 164E. H. 262 130S. T. 58 196 174。E. H. I 160 110 118Y. W. 135 127。H. C. D. 11 58 JI--I1I 232 130 148K. N. 58 181 164 
13 
12 
工E. H. 192 116 150 154 141 
14 
K. Y. 59 
E 160E.H.+D.M. 80 117 120 107 
15 
G. K. 59 
132H. C. D. lV 80 96 106 97 
16 
K. K. 60 
E 160 6562 E. H. 96 112 97 
17 
S. U. 
E 108 146E. H. 196 152 137 
18 
62D. W. 
E 120 123。E. H.+A.A. E. H. 164 102 13363S. S. 直 190 102 A 166 151 
20 
19 T. T. 63 
EE. H. 88 133 118。E.H. 64 178 118K. F. 口 E 190 122 140 123。E. H. 90N. D. 6421 102166 100H. T. 68 
口
口
口 
口
口 
口
口
口
口
口
口 
1248222 I 
136 138110 152194E23 S. S. 71 。H. C. D. 
。E. H. 
 133E 103 146 14919473T. S. 24 
180 166200 101 134E. H.+C. B. '1II+4U. M. 7725 口 
P. P. = Phthisis Pulmonum =D. M. Diabetes MeIitus L1: unmeasurable 
A. A. = Arhythmia Absoluta C. B.= Chronic Bronchitis 
Tab. 2 
I E7二杢~ コ\王~J1-1r 1 II j百 jTo凶 
0--5 mm Hg 2 1 。 1 
6--10mm Hg 2 2 1 。 
11-15mm Hg 2 2 2 。 
15mmHg over 3 3 3 。 
4 
5 
6 
9 
0--5mm Hg 
6--10mm Hg 
1l--15mm Hg 
15mmHg over 
4 13 113 
1 24 。。 7 1 3 4 
1 。 1 2 
。
。
 
L1: Difference between V. M. P. L1: Di百erence between V. M. P. 
and D. P.十 l/a P.P. and D. P. + 1/2P. P. 
Tab. 3 
。。 
コ¥主竺JI I JI I II I耳 jTo凶
0--5mm Hg 2 5 1 11。6--10mm Hg 1 1 5 
U--15mm Hg 2 1 5 
15mmHg over 1 1 3 
。。 
10 
工 1I子 1:竺]
5 
4 
0--5mm Hg 2 1 1 1 
6--10mm Hg 。 2 2 
2 2 5U--15mm Hg 1 
2 215mmHg over 3 3 
L1: Difference between V. M. P. L1: Di旺erencebetween V. M. P. 
and D. P.十 l/aP.P. and D. P.十 lf2P.P. 
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であった。一般に，平均血圧は， D. P. + 1/3 P. P.， 
または， D.P.十 1/2P.P.とされているが， V.M. 
P.とD.P.+1/aP.P.の差が， 0--5mmHgのもの

は 11例 (No.1，3，7，8，15，16，18，20，21，22， 

23)である。 6.......10mmHgの差は， 8例 (No.2，4， 

9，10，11，13，14，17)，11~15 mm Hgの差は， 2例
 
(No. 5，24)，15 mm Hg以上の差は， 3例 (No.6，
 
12，25)に認めた。一方， V.M.P.とD.P.+ 1/2P. 

P.の関係からみると， 0....5mHgの差があるもの

は3例 (No.2，13，24)，6....10mm Hgの差は 6例
 
(No. 3，9，14，15，16，17)，1....15 mm Hgの差は
 
5例 (No.1，7，8，18，20)，15mmHg以上の差が

あるものは 10例 (No.4，5，6，10，11，12，21，22， 

23，25)である。 • 
V.M.P.とD.P.十 1/3P. P.，V.乱1.P.とD.P. 
+1/2P.P.が，年令および， K.W.の分類にたいす
る関係を，表 2，表3I乙示す。すなわち，各項につ
いて，いちじるしい特徴はなL、。なお， No.19で
は，絶対性不正拍を伴なうため， V.M.P.を定める
ことができない。
V.M.P.とD.P. + 1/3 P. P.の差が， :t10%の

範囲内氏含まれるものは，測定しえた 24例中 19例
 
(79%)，+10%を上まわるものは 1例 (4%)，-10 

%を下まわるものは 4例(17%)であり， V.M.P. 

とD.P.+1/2P.P.で、は， V.M.P.が全例において
 
D.P.十 1/2P.P.より低いが，士10%の範囲のもの

が9例 (37%)，-10%を下まわるものが 15例 (63

%)あった(図 1)。また， -10%を下まわる例は，
 
S.P.が高く， D.P.は低い。 
V.M.P.とD.P. + 1/3 P. P.，V. M. P.とD.P.
十 1/2P.P.の年令，性および， K.W.の分類の関係 
は，一定していない。 
c. 寒冷昇圧試験における， Vaquezの中間血圧 
1. 臥位における寒冷昇圧試験
臥位の C.P.T.時 18例における V.M.P.とD. 
P. + 1/3P，P，との関係は，その差が， 0.......5mmHg 

のもの 3例(表 4の No.8，11，表 5の No.8)，6.. 

10mmHgのもの 7例(表 4の No.1，6，10，15， 

19，21，表 5の No.13)，11~15 mm Hgのもの 4例

(表 4の No.14，16，23，表 5のNo.6)で，それ以

上の差のあるものは 2例(表 4のNo.2，表 5のNo.

5)であった。 
V.M.P.とD.P. + 1/2P. P.の差が， 0.......5mm 

Hgのもの 3例(表4の No.2，14，表 5の No.6)，
 
6~10mmHgのもの 1例(表 4のNo.6)，1....15 

mmHgのもの 1例(表 4の No. 12)~で，それ以上

の差があるものは 11例(表 4の No.1，10，11，15， 

16，19，21，23，表 5の No.5，8，13)である。なお，

このうち， 2例の V.M.P.は， きめることができな 
C5急性使用 24例(表的の，臥位 C.P.T.時にお

ける， V.M.P.と D.P.+1/3P.P.の差が， 0....5 

mmHgのもの 12例 (No.1，3，4，6，7，8; 9，12， 

13，15，17，22)，6 ~10mmHgのもの 4例 (No.
 
10，14，21，24)で， 11.......15mm Hgのもの 3例 (No.
 
11，16，18) で，それ以上の差があるものは 4例
 
(No. 2，5，19，23)である。 V.M.P.とD.P.十 1/2
 
P.P.の差が， 0.......5mm Hgのもの 1例 (No.11)，
 
6....10 mmHgのもの 7例 (No.1，2，4，13，15，21， 

24)，11~15 mmHgのもの 4例 (No.3，6，9，22)， 

15mmHg以上の差があるものは 11例 (No.5，7， 

8，10，12，14，16，17，18，19，23)である。なお，乙

のうち， 1例の V.M.P.は，きめ
Fig. 1 V. M. P.，D. P. + 1/3 P. P. and D. P.十 1/2P.P.， ることができない。
 
measured in lying position. Rs 0.5.......LOmg筋注 30分後，

M
・v a
'" V.11.P. または， Rs 1日量0.5....0.75mg，
札口引
岬
MMt uH
H '  
a z  
'〆・. 総量 5.25....975mg内服後の 17例
ーん;'~5*，匂 ，/I・-
.，'./" ，/'， a ， / lζC.P.T.をおこない，臥{立にお~ . 
'.'ノ/t〆・， ，. ・
ノ/" ，ノ舟
100 ノノノ・
の差をしらべ?こ(表 5)。 ζのう
100 ， /・ e ち， 0~5mmHg のもの 4 例 (No. 
// ，~ 
/ ' 1，5，6，10)，6....10mm Hgのも

/ .'， '， 
.'. ける V.M.P.とD.P. + 1/3 P. P. 
". の 7例 (No.2，4，7，9，11，14， 

J印刷H3' .100 15o'"'nlJ 17)，11 ~15 mmHgのもの 2例
 100 

P.P.tJjf.P. ρ'./'. t九f'.Iそ (No.8，13)，15mm Hg以上のも
V.f1P:P昨日 tOn附 yellne.1ザマ附'd)D.P.:Di.sお(;cPressu日 P.P.仇，{'sefTess(Ire のは 2例 (No.15，16)で、あった。 
Tab. 4 V. M. P. measured as to the maximal response of the cold pressor test in lying 
and standing position before and after the administration of Cs・ 
After the Medi-Betore (tRheC1乱1mfebd.i〉. Aft吋 eMe血 1hforehMe副Age cated (Recumb.) I cated (Stand.) cated (Stand.)catedNo. Name Diagnosis 
V.M.ID.P.十 D.P.十 V.M.ID.P.+ID.P.+VMlDP+lDP+ 
Remark 
V MlDP+lDP十Sex pP. 11/2P.P.ll/aP.P. l1/2PpiI/3PP?P lI/2PP17P P. 11/2P.P.ll/aP.P. 

1 
 112 109 10194 89 92 92 104 30 min. after Cs0.07 mg/kg i.m.102 8897A. F. E.H.， K.W.工 8727口 
153166 
169187 
146 132 
162180 
瀦 
N
咽
除々決 
2 Y. S. H.C.R.D.， K.W. JII+4 
3 
4 
5 
6 S. T. E.H.， K.W.工 
18432口 
340 118 
186 
125 
168 
110 
172 
174 
136 
144 
106 108120 
102 105 24 hours after Cs0.04 mg/kg i.m.7 118 
102 115121 124 131 123 96 128 60 min. after Cs0.03 mg/kg i. m.8 128 97138M.H. E.H.， K.W.工 400 126 
133 110130 143 124 117 24 hours after Cs0.03 mg/kg i.m.9 
118 112 102 119 113 103
サ跡地南国民戸商問  
首号制〈 
門寸冨居間菌作制連皆同却判菌
δ
滋汗
60 min. after Cs0.03 mg/kg i. m. 
24 hours after Cs0.05 mg/kg i.m. 
after Cs0.03 mg/kgx4 days i. m. 
after Cs0.03 mg/kgx11 days i.m. 
60 min. after Cs0.04 mg/kg i. m. R
2CONS
10 K.K. E.H K.W. II--JIIリ 
11 H. S. E. H.， K. W. JI 
12 
13 S. Y. E.H.， K.W.工 
14 S.W. E.H.， K.W.工 
15 G.K. E.H.+D.M.， K.W. I 
16 D. Y. E. H.， K. W. JI 
17 
18 
19 S. S. E. H.， K. W. J1I 
20 T.T. E.H.+A.A.， K.W. J1I 
21 N.D. E. H.， K. W. II 
22 
U.M. E.H.+C.B.，23 K. W. JlI +4 
24 
46口 
560 
58口 
59口 
59口 
62口 
63口 
630 
640 
77口 
146 
119 
127 
148 
96 
140 
145 
136 
124 
166 
140 
160 
149 
113 
168 
170 
159 
154 
153 
120 
147 
134 
102 
154 
153 ‘ 
142 
139 
148 
90 
92 
112 
120 
97 
124 
119 
126 
120 
128 
'115 
114 
142 
170 
87 
109 
121 
142 
105 
152 
135 
147 
152 
134 
126 
149 
150 
156 
75 
94 
114 
129 
97 
139 
124 
137 
136 
121 
115 
136 
136 
128 
122 
92 
144 
145 
A 
121 
108 
133 
141 
106 
165 
169 
153 
144 
156 
123 
131 
97 
153 
153 
138 
126 
141 
57 
104 
78 
134 
129 
136 
130 
A 
135 
140 
118 
134 
A 
140 
80 
150 
130 
149 
134 
88 
127 
114 
139 
142 
A 
129 
73 
139 
119 
139 
113 
82 
113 
104 
125 
129 
30 min. after C5 0.07 mg/kg i.m. 
60 min. after Cs0.04mg/kg i. m. 
24 hours after Cs0.04 mg/kg i.m. 
30 min. after Cs0.04mg/kg i. m. 
60 min. after Cs0.04mg/kg i. m. 
60 min. after C5 0.05mg/kg i. m. 
60min. after Cs0.05 mg/kg i. m ‘ 
24 hours after Cs0.05 mg/kg i.m. 
after Cs0.05 mg/kgx3 days i. m. 
30 min. after Cs0.05mg/kg i.m. 
30 min. after Cs0.05 mg/kg i. m. 
60 min. after Cs0.05 mg/kg i. m. 
24 hours after Cs0.05 mg/kg i. m. 
after C5 12 Tab. per os. 
after Cs 35Tab. per 08. 
-.:] 
D. M. = Di abetes Mellitus C. B. = Chronic Bronchitis A. A. = Ar hythmia Absoluta 
L1: unmeasurable Recumb. = Recumbent Stand. = Standing 
ー l U 1 0 N l E
Tab. 5 V. M. P. estimated as to the maximal response the cold pressor test in lying 
and standing position before and after the administration of Rs. 
Age Before the Medi--|A加tl: Before the Medi- Ai七 er the Medica-
No. Name Diagnosis cated (Recumb.) I ted (Recumb.) cated (Stand.) ted (Stand.) Remark 
V M lDP+lDP+lV M lDP+[DP+ VMlDP+|DP+ V MlDP+1DP+ Sex P. il/2P.P.j1 /3P.P.1 P. 11/2P.P.ll/3P，P， P. 11/2P.P.ll/3P，P， P. 1/2P.P.l1/3P.P. 
1 S. T. E. H.，K. W.工 34口 I 118 125 110 95 105 ! 90 118 112 102 98 116 105 after Rs 12 mg per os. 
2 90 110 99 96 114 105 after Rs 30 mg per os. 
3 K.K. E. H.，K. W. IT--直
 
4 
S. Y. E.H.，K.W.I 

5 
S. T. E. H.，K. W. 1 

6 
K.N. H. C. D.， K. W. IT 

7 
G.K. E.H.+D.M.，K.W. IT 
8 K.K. H. C. D.， K. W. lV 
9 
10 S. S. E. H.，K. W. IT 
11 
12 T.T. E.H.+A.A.， K. W. 1I 
13 S. S. H. C. D.， K.W. 1I 
14 
15 
16 
17 
146 
58口 
46口 
127 
58口 166 
580 156 
59口 96 
60口 126 
14563口 
63。 A 
710 134 
165 
160 
206 
157 
113 
142 
170 
155 
157 
153 
147 
185 
141 
102 
129 
153 
138 
143 
A 
130 
178 
132 
108 
116 
98 
138 
120 
A 
94 
128 
98 
110 
119 
175 
147 
200 
151 
130 
143 
117 
150 
145 
141 
114 
150 
90 
141 
120 
159 
138 
180 
12下 
116 
130 
106 
135 
130 
127 
105 
135 
80 
129 
109 
142 
128 
188 
169 
92 
137 
145 
d 
146 
169 
133 
208 
181 
106 
134 
169 
153 
151 
149 
123 
190 
171 
97 
123 
153 
138 
140 
A 
126 
148 
92 
106 
110 
94 
138 
120 
A 
94 
120 
104 
114 
94 
164 
137 
190 
126 
125 
116 
126 
148 
145 
148 
101 
134 
126 
131 
122 
155 
128 
113 
117 
111 
106 
116 
135 
133 
133 
93 
120 
117 
120 
113 
D. M. = Diabetes Mel1itus A. A. = Arhythmia Absoluta L1: unmeasurable 
after Rs 2 mg per os. 
30min. after Rs 1 mg i.m. 
30 min. after Rs 1 mg i.m. 
after Rs 60 mg per os. 
30 min. after Rs 0.5 mg i.m. 
after Rs 3 mg per os. 
after Rs 5.25 mg per os. 
30 min. after Rs 1 mg i.m. 
after Rs 975 mg per os. 
30 min. after Rs 1 mg L m. 
after Rs 10 mg per os. 
after Rs 32 mg per os. 
after Rs 24 mg per os. 
after Rs 38 mg per os. 
after Rs 50 mg per os. 
川市淵岡山判胤町議開
鴇 
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なお， V.M.P.をきめられない 2例があった。 11---15 mm Hgのもの 2例(表 4のNo.15，表 5の 
V.M.P.とD.P.+l/2P.P.の差をしらべると， No.6)でとれ以上の差があるものは 7例(表 4の 
0---5 mmHgのもの 1例 (No. 17)，6---10 mm Hgの No. 1，14，16，19，21，23，表 5の No.めである。
もの 2例 (No.1，15)で 11---15 mm Hgのものは なお， V.M.P.をきめることができない 1例があつ
なく， 15mmHg以上のものは 12例 (No.2，4，5， こ。j，
6，7，8，9，10，11，13，14，16)であった。 C5急性使用 16例では(表的， γ.M.P.とD.P. 
2. 立位における寒冷昇圧試験 十 1/3P. P.の差が， 0---5 mm Hgのもの 4例 (No.
対照 15例のうち， V.M.P.とD. P. + 1/3P. P. 15，16，18，24)，6，..10 mm Hgのもの 5例 (No.1，
の差が， 0 --5mm Hgのもの 6例(表 4の No. 8， 8，9，17，23)，15 mm Hg以上のものは 5例 (No・ 
13，15，21，表 5の No. 5，6)，6--10 mm Hgのもの 6，14，19，21，22)である。 
4例(表 4のNo. 14，16，19，表 5のNo. 13)，11--- V. M. P.とD. P. + 1/2 P. P.の差が(表的， 0--5 
15mmHgのもの 1例(表 5のNo.8)，乙れ以上の mmHgのもの 3例 (No.15，17，19)，6--10mm 
差があるものは 3例(表 4のNo. 1，6，23)である。 Hgのもの 3例 (No. 6，21，24)，11--15 mm Hgの
また V.M.P.とD.P.十 1/2P'P'の差が， 0--5 15，18) 9';，(No. 1例3もの mm Hg以上のものは 
mmHgのもの 3例(表 4のNo.13，表 5のNo.8， 5例 (No. 8，14，16，22，23)であった。なお，c. 
13)，6--10 mm Hgのもの 2例(表 4のNo.6，8)， のうち， 1例は，立位性虚脱をお ζ し， S.P.も， 
Tab. 6 V. M. P. during orthostatic test before and 
after the administration of C5・ 
No. Name Diagnosis 
Age 
Sex 
Before the 
Medicated 
(Standing) 
After the 
Medicated 
(Standing) 
Remark 
トt宮h 仏+p.仏 ; 
口二、
仏+p.仏; 
白二~
EL冨ト 色+4a;ベ
凸二~
向十出仏 
口二~ 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
A. F. 
Y. S. 
S. T. 
M.H. 
K.K. 
S. Y. 
S.W. 
G.K. 
D.Y. 
S. S. 
T.T. 
N.D. 
U.M. 
E. H.，K. W. 1 
H.C.R.D.，K.W. 1[[
E. H.，K.W. 1 
E. H.，K. W. 1 
E. H.，K. W. II--m 
E. H.，K. W. 1 
E. H.，K. W. 1 
E.H.+D.M.，K. W. I 
E. H.，K. W. 1[[ 
E. H.，K. W. II 
E.H.+A.A.，K.W. I 
E. H.，K. W. I 
E. H.+C. B.， 
K. W. 1[[+4 
十 4 
27口 
340 
400 
46口 
58口 
59口 
59口 
62口 
63口 
63口 
640 
77口 
32口 
92 
167 
117 
116 
142 
124 
146 
84 
142 
140 
A 
126 
132 
107 
181 
108 
125 
161 
130 
146 
105 
157 
155 
141 
124 
144 
104 
165 
100 
118 
153 
123 
134 
97 
143 
143 
127 
106 
126 
96 
152 
160 
127 
143 
91 
107 
98 
92 
88 
61 
92 
78 
132 
136 
124 
105 
A 
128 
128 
99 
125 
101 
163 
178 
140 
171 
104 
114 
111 
115 
91 
68 
98 
91 
136 
118 
141 
110 
77 
117 
95 
137 
137 
99 
149 
162 
133 
157 
97 
105 
105 
109 
86 
65 
90 
86 
127 
109 
131 
107 
72 
108 
87 
127 
125 
30 min. after C5 0.07 mgfkg i. m. 
60 min. after C5 0.03 mg/kg i.m. 
24 hours after C5 0.03 mg/kg i.m. 
after C5 0.03 mgfkgx 4 days i.m. 
after C5 0.03 mg/kgx11 days i.m. 
60 min. after C5 0.04 mg/kg i.m. 
24 hours after C5 0.04 mg/kg i.m. 
60 min. after C5 0.03 mg/kg i.m. 
24 hours after C5 0.03 mg/kg i.m. 
30 min. after C5 0.07 mg/kg i.m. 
30 min. after C5 0.04 mg/kg i.m. 
60 min. after C5 0.04 mg/kg i.m: 
60 min. after C5 0.04 mg/kg i.m. 
60 min. after C5 0.05 mg/kg i.m. 
24 hours after C5 0.05 mg/kg i.m. 
after C5 0.05 mg/kg x 3days i.m. 
30 min. after C5 0.05 mg/kg i.m. 
30 min. after C5 0.05 mg/kg i.m. 
60 min. after C5 0.05 mg/kg i.m. 
24 hours after C5 0.05mgfkg i.m. 
after C5 12 Tab. per os. 
after C5 34 Tab. per OS. 
D. M. = Diabetes Mellitus A. A. = Arhythmia Absoluta 
C. B.=Chronic Bronchitis L1: unmeasurable 
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D.P.も測定できず， 1例では，いち Yるしい Pla-
teauのため， V.M.P.をきめることができなかっ 
Tこ。 
Rs 0.5~1.0 mg筋注 30分後，または， Rs 1日量 
0.5~0.75 mg，総量 5.25--175mg内服後の 17例K 
C.P.T.をおこない，立位における V.M.P.とD， 
P. + 1/3P. P.の差をしらべた(表 5)。このうち， 
0--5mm Hgのものは 6例 (No.4，7，8，10，13， 
14)，6--10 mm Hgのもの 3例 (No.1，2，16)，11--
15mm Hgのもの 2例 (No.11，15)，15 mm Hg以 
上のものは 4例 (No.5，6，9，17)であった。
V.M.P.とD.P.+1/2P.P:の差は(表 5)，0 --
5mmHgのものは 1例もなく， 6--10mmHgのも
のは 3例 (No.8，10，13)，11--15 mm Hgのものは 
2例 (No.4，14)，15 mm Hg以上のものは 10例 
(No. 1，2，5，6，7，9，11，15，16，17)であった。
なお， V.M.P.をきめる ζとができない 2例があっ 
こ。T
また，立位の C.P.T.時における V.M.P.は，
安静持， C5，Rs使用時にも， K.W.の分類，年令，
性等にたいしても，明らかな関係はなかった。 
D. 立位試験時における， Vaquezの中間血圧と
縮期圧，ならびに，弛期圧 
1. 立位における Vaquezの中間血圧 
17例におこなった薬物使用前の立位の値につい
こ。Tの差をしらべP.P.3D.P.+1/とV.M.P.て， 
0~5mmHg のもの 6 例(表 6 の No. 2，8，11，14， 
17，表 7の 13)，6--10 mm Hgのもの 2例(表 6の 
No. 21，表 7のNo.6)，11--15 mm Hgのもの 6例 
(表 6のNo.1，10，12，13， 表 7のNo.5，8)，15 
mmHg以上のものは 2例(表 6のNo.6，19)であ
った。また， V.M.P.とD.P. + 1/zP. P.の差は， 
0--5 mm Hgのものは 2例(表 6の No.12，19)，6 
--10mm Hgのものは 3例(表 6のNo.6，8，11)， 
11--15mm Hgのものは 6例(表 6のNo.1，2，14， 
17，21，表 7のNo.13)，15 mm Hg以上のものは 5
例(表 6のNo.10，13，表 7のNo.5，6，8)であっ
た。なお， 1例の V.M.P.は， きめられなかった。 
C5の急性使用時 22例では(表的， V.M.P.とD. 
P.十 1/3P，P，の差が， 0--5mmHgのものは 10例 
(No. 1，2，3，7，10，11，12，14，17，22)，6~10mm 
Hgのものは 5例 (No.4，6，8，13，16)，11~15mm 
Tab.7 V. M. P. estimated during orthostatic test before 
and after the administration of Rs. 
宮ト 
Medicated Medicated 
(Standing)Age (Standing)1 
RemarkNo. Name Diagnosis 
s田 t 十~!l戸; β 戸h 十;ι|hl 
1 口-二c'l凸.ごσ3 凸〉口二-. 
117 108 100 102 104 931 S. T. E. H.，K. W. 1 after Rs 12 mg per os. 34口 
2 86 106 97 after Rs 30 mg per os. 
142 161 153 124 152 143K.K. E. H.，K. W. II--m 46口 after Rs 2 mg per os. 3 
124 130 123 119 129 1234 S. Y. E. H.，K. W. 1 30 min. after Rs 1 mg i.m.58口 
174 200 185 168 183 167 5 S.T. E.H.，K.W.I 30 min. after Rs 1 mg. i.m.58口 
K.N. H.C.D.，K.W. II~m 580 148 172 157 90 129 122 6 after Rs 60 mg per os. 
G.K. E.H.+D.M.，K.W. I 59口 84 105 97 99 115 105 30 min. after Rs 0.5 mg i.m.7 
88 109 99 86 107 97K.K. H. C. D.，K. W. IV after Rs 3 mg per os. 8 60口 
96 108 100 after Rs 5.25 mg per os. 9 
140 155 143 125 138 127 30 min. after Rs 1 mg i.m.S. S. E. H.，K. W. I10 63口 
105 133 123 after Rs 975 mg per os. 11 
141 127 A 142 129T.T. E.H.+A.A.，K.W. m 630 A 30 min. after Rs 1 mg i.m.12 
710 147 160 148 94 98 91S. S. H. C. D.，K. W. m after Rs 10 mg per os. 13 
94 113 103 after Rs 32 mg per os. 14 
121 119 109 after Rs 24 mg per os. 15 
112 128 118 after Rs 38 mg per os. 
108 103 96 after Rs 50 mg per os. 17 
D. M. = Diabetes Mellitus A. A. = Arhythmia Absoluta L1: unmeasurable 
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Hgのものは 1例 (No.5)，15mmHg以上のものは 士 26mmHg)，24時間後では，ー30----48mmHg 
5例 (No.9，15，19，20，21)であった。(平均一40士 42mmHg)の動揺範囲はあり，いず
また， V.M.P.とD.P.+l/2P.P.の差は， 0~5 
mmHgのもの 4例 (No.1，10，14，17)，6~10 mm 
Hgのもの 3例 (No.7，11，12)，11--15mmHgの 
ものは 7例 (No.2，4，6，8，13，19，22)で 15mm 
Hg以上のものは 7例 (No.3，5，9，15; 16，20，21) 
であった。なお， 1例の V.M.P.は，きめられなか
れも使用前の変化にくらべ，さがりかたは大きし可。 
D.，P.は， 30分後では， +3---40mmHg (平均一 
10士 12.5mmHg)，60分後では， +1----16mm 
Hg (平均一5士 9mmHg)，24時間後では， +5--
-10mmHg (平均一3士 5mmHg)の動きを示し
た。 V.M.P.で、は， 30分後R" +10---55mmHg 
つた。(平均一20土 22.5mmHg)，60分後に， +8---25 
Rs 0.5--1.0mg筋注 30分後，または， Rs 1日量 
0.5--0.75mg，総量 5.25--975mg内服後， 17例K立
位試験をお乙なった(表 7)0 V.M.P.とD.P.+ 
1/3P.P.の差が， 0--5mmHgのもの 5例 (No.4， 
5，9，10，13)，6--10mmHgのもの 4例 (No.1，7， 
14ダ 16)，11--15mmHgのものは 4例 (No.2，8， 
15，17)で 15mmHg以上のものは 3例 (No.3，6， 
11)であった。また， V.M.P.と D.P. + 1/2P.p'. 
の差が， 0--5mmHgのもの 2例 (No.1，13)，6--
10mmHgのもの 3例 (No.4，14，16)，11--15mm 
Hgのものは 5例 (No.5，9，10，15，17)， 15mm 
Hg以上のものは 6例 (No.2，3，6，7，8，11)であ 
った。なお， 1例の V.M.P.は，きめられなかっ 
た。
2. 立位試験における縮期圧と弛期圧，ならび 
の中間血圧Vaquez1(， 
本高症患者1(， C5および Rsを用いる前後で，立
位試験を行い， S.P.，D.P.，V. M.P.の変化をしら
べた(表 8，9)。 
17例にお ζなった薬物作用前における S.P.は，
臥位にくらべて立位で，十4---45mmHg (平均一 
15士 7.8mmHg)の変化を示す。 K.W. II型4例
中の 3例では，立位で S.P.はさがらず， K.W.I 
---ll型11例では，立位ですべて S.P.はさがった。 
D.P.は，立位で +26---8mmHg(平均 +1士 8.7 
mmHg)の動揺範囲にあり， S.P.!Cくらべて，さ
がりかたは，まちまちである。すなわち， S.P.，D. 
P.同方向 47%，異方向 53%の動揺を認めた。 
V.M.P.は， +15---20mmHg(平均一3士 11.6 
mmHg)の動きを示し， S.P.，D.P. !Cくらべる
と， V.M.P.そのものい独自の動きがみられ， S. 
P.の動揺と同方向 40%，異方向 60%，D.P.の動揺 
と同方向 67%，異方向 33%であった。 
C5 0.03--0.07mg/kg筋注した 22例では， 30分 
mmHg (平均一7:t11.8mmHg)，24時間後1(， 
+19--ー 21mmHg(平均一3士 5.6mmHg)の動
きを示した。た);'1例は立位性虚脱をお ζし， S.P. 
も， D.P.もはかれず，他の 1例には，絶対性不正
拍があり， V.M.P.をはっきりきめることができな
かった。 
Rs例では，用量が，それぞれ， ζとなるも， 17例
中， Rs 0.5~1.0mg筋注 30分後の S.P.は， +4---
-14mmHg (平均一4土 7.2mmHg)，内服後での 
S.P.は，ー5---66mmHg (平均一 12士 18mm 
Hg)の動きを示した。 D.P.は，内服例で， +6---
-8mmHg (平均一2士 9.2mmHg)，筋注例で，
+6---10mmHg (平均一2土 5.2mmHg)の動き
を示した。 V.M.P.は，内服例で +8---31 mm 
Hg (平均一7.5士 13.8mmHg)，筋注例で， +12--
-22mmHg (平均一2:t5.2mmHg)の動揺を示
した。なお， 1例は，絶対性不正拍のため，はっき
りV.M.P.をきめられなかった。 
E. Pentapyrrolidinium bitartrate (C5，大日本
製薬)および， Reserpine (Rs，Ciba)使用
時の寒冷昇圧試験 
C5、は，0.03--0.07mg/kg筋注 30分， 60分， 24時
間後!C，Rsは， 0.5--1.0mg筋注 30分後，または， 
1日量 0.5--0.75mg，総量 5.25mg，ないし， 975mg
内服後について， C.P.T.にたいする影響をみた。
図2は，本高症に C50.03mg/kg筋注したさい!
の， C.P.T.にたいする影響をみたものである。注
射前，臥位の S.P.，D.P.，V.M.P.は，それぞれ 
163mmHg，102mmHg，112mmHgであったの 
が，筋注 30分後， 164mmHg，110mmHg，100 
mmHgとなり，立位では， 148mmHg， 100mm 
Hg，118mmHgが， 134mmHg，98mmHg，100‘ 
mmHgとなった。 また，臥位の C.P.T.時には， 
170mmHg，110mmHg，128mmHgであったの
後， S.P.は， -6~-80mmHg (平均一36士 38.4 が， 148mmHg，96mmHg，98mmHgとなり，立 
mmHg)，60分後では， 0~-48 mmHg(平均一22 位の C.P.T.時には， 156mmHg，110mmHg，126 
ー 叶  
Tab. 8 Orthostatic test before and after the administration of C5・ 
Before the Medi-Age cated (Recumb.) No. Name Diagnosis 
Sex S. p.1 D.p.IVp~ 
11A. F. E. H.， K. W. 1 27口 120 
21Y. S. H.C.R.D.， K.W. 1I +4 32口 226 
3 
4 
5 
61S. T. E.H.， K.W.I 340 152 
7 
8 M.H. E.H.， K. W. 1 400 176 
9 
10 K.K. E. H.， K. W. IT--lI 46口 208 
11 S. Y. E.H.， K.W.I 560 197 
12 S.W. E. H.， K. W. 1 59口 202 
13 G.K. E.H.+D.l'< ι， K.W.IT 59口 140 
14 D. Y. E. H.， K. W. 1I 62口 198 
15 
16 
17 S. S. E. H.， K. W. IT 63口 200 
18 T.T. E.H.+A.A.， K. W.直 630 190 
19 N.D. E. H.， K. W. IT 640 185 
20 
21 U.M. E.H.+C.B.， K.W. 1I +4 77口 200 
22 
86 
130 
85 
110 
126 
116 
110 
80 
108 
112 
102 
90 
100 
90 
163 
114 
120 
140 
144 
148 
93 
147 
125 
d 
120 
127 
Before the Medi-
cated (Stand.) 
S P|D Pivr 
After the Medica-After the Medica-
ted (Recumb.M )
S P|D Plvp 
114 
204 
224 
172 
232 
154 
156 
152 
182 
198 
140 
170 
130 
170 
186 
160 
155 
124 
170 
150 
174 
180 
78 
132 
134 
128 
124 
82 
80 
96 
106 
125 
100 
90 
74 
112 
102 
100 
97 
80 
85 
80 
108 
96 
88 
157 
154 
116 
144 
103 
122 
100 
113 
132 
113 
117 
93 
128 
117 
119 
100 
A 
120 
108 
114 
136 
ted (Stand.) 

日 P|D Plvr 

o m - -
Remark 
30 min. after C50.07 mgjkg i. m. 
60 min. after C50.03 mgjkg i.m. 
24 hours. after C50.03 mgjkg i.m. 
after C5.0.03 mgjkgx4 days i. m. 
after C50.03 mgjkg x 11 days i. m. 
60 min. after C50.04 mgjkg i. m. 寸t 
24 hours after C50.04 mgjkg i. m. 
i.0.03 mgjkg 560 min. after C *融m. 
24 hours after C50.03 mgjkg i.m. 岡 
30 min. after C50.07 mgjkg i. m. 特
30 min. after C50.07 mgjkg i.m. 
60 min. after C50.07 mgjkg i.m. ゆ
60 min. after C50.07 mgfkg i. m. 書草
60 min. after C50.06 mgjkg i.m. E伴

24 hours after C50.07 mgjkg i. m. 

after C50.05 mgjkgx3 days i. m. 

30 min. after C50.05 mgjkg i. m. 

30 min. after C50.05 mgjkg i. m. 

60 min. after C5 0.05 mgfkg i.m. 

24 hours after C50.05 mgjkg i. m. 

after C512 Tab. per os. 

after C534 Tab. per os. 

116 
230 
132 
146 
184 
152 
182 
128 
198 
190 
182 
166 
186 
98 
132 
84 
104 
138 
108 
110 
82 
116 
120 
100 
82 
102 
92 
167 
117 
116 
142 
124 
146 
84 
142 
140 
A 
126 
132 
108 
204 
226 
160 
212 
126 
144 
130 
134 
80 
122 
100 
164 
144 
172 
130 
92 
148 
120 
168 
172 
94 
122 
130 
120 
130 
82 
85 
92 
96 
60 
74 
74 
108 
92 
110 
100 
62 
86 
70 
106 
102 
96 
152 
160 
127 
143 
91 
107 
98 
92 
88 
61 
92 
78 
132 
136 
124 
105 
A 
128 
128 
99 
125 
D. M. =Diabetes Mellitus C. B. =Chronic Bronchitis A. A. = Arhythmia Absoluta .d: unmeasurable 部 ω印勝  
Tab. 9 Orthostatic test before and after the administration of Rs. 
No. Name Diagnosis 
Age 
Sex 
Before the Medi-
cated (Recumb.) 
S P|D Plvp 
Before the Medi- After the Medica‘ After the Medica-
c.ated (Stand.) ted (Recumb.) ted (Stand.) 
s. p.1 D.p.IV♂ S. P.j D.P. jVp~ S P|D P l p Remark 
11S. T. E.H.，K.W.I 34口 152 85 114 132 84 117 78 101 138 70 102 after Rs 12 mg per os. 
2 148 86 102 132 80 86 after Rs 33 mg per os. 
31S. K. E. H.，K. W. lI --IIT 46口 208 126 140 184 138 142 214 118 138 180 124 124 after Rs 2 mg per os. 
41S，Y. E.H.，K.W.I 58口 197 116 144 152 108 124 142 118 141 146 112 119 30 min. after Rs 1.0 mg i.m. 
51S. T. E. H.，K. W. 1 58口 262 130 161 244 156 174 246 144 156 232 134 168 30 min. after Rs 1. 0 mg i.m. 
6IK.N. H.C.D.，K. W. lI --IIT 580 232 126 148 219 126 148 216 112 104 150 108 90 after Rs 60 mg per os. 
7IG.K. E.H.十 D.M.，K.W. lI 59口 140 80 93 128 82 84 168 84 100 146 84 99 30 min. after Rs 0.5 mg i.m. 
8IK.K. H. C. D.，K. W.百 60口 132 80 96 130 84 88 150 78 88 135 78 86 atfer Rs 3 mg per os. 
9 152 82 88 132 84 96 after Rs 5.25 mg per os. 
10 S. S. E. H.，K. W. lI 63口 200 112 125 190 120 140 164 104 120 170 105 125 30 miI1. after Rs 1 mg i.m. 
11 165 100 107 160 105 105 after Rs 975 mg per os. 
12 T.T. E.H.+A.A.，K. W. IT 630 190 102 A 182 100 A 184 98 A 180 104 A 30 min. after Rs 1 mg i.m. 
13 S. S. H. C. D.，K. W. IT 710 194 110 137 196 124 147 140 80 102 118 78 94 after Rs 10 mg per os. 
14 152 90 102 144 82 94 after Rs 24 mg per os. 
15 178 98 123 148 90 121 after Rs 32 mg per os. 
16 176 98 143 158 98 112 after Rs 38 mg per os. 
17 146 88 110 124 82 108 after Rs 50 mg per os. 
D. M. = Diabetes Mel1itus A. A. = Arhythmia Absoluta .d: unmeasurable 
部 
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Fig. 2. Fluctuation of arterial blood pressure 
and Vaquez' middle pressure，before and 
after the administration of C5・ 
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と，絶対性不正拍を伴なうため測れない 1例とがあ %)， 下降 2例 (25%)であった。さらに， C5筋注
った。 24時間後では， 9例中 S.P.の上昇 7例 (89%)，下
対照 15例の立位における C.P.T.にたいする影 降 2例 (11%)，D. P.の上昇 5例 (56%)，不変 1例
響は， S.P.で， -8~ + 25 mm Hg (平均 10:t4.4 (11%)，下降 3例 (33%)，v.M. P.の上昇 7例 (89 
mmHg)，D.P. で， 0~+22mm Hg (平均 8.3:t4.3 %)，下降 2例 (11%)であった。 
mm Hg)，V. M. P.で， -12~+22mm Hg (平均 Rs筋注 30分後の臥位における C.P.T.時では， 
6.1士 4.2mmHg)の動きを示し， C5急性使用 30分 5例中 S.P.の上昇4例 (80%)，下降 1例 (20%)
後では， S.P. で，十2~ 十10mmHg (平均 5.3士 であり， D.P.の上昇3例 (60%)，下降2例 (40%)， 
3.4mm Hg)，D. P.で， O~ -8mmHg (平均一2 V.M.P.の上昇は 100%であった。また， Rs内服
士 4.0mm Hg)，V. M. P.で， -11~+6mm Hg (平 例では， 12例中 S.P.の上昇 11例 (92%)，下降 1
均O士 2.1mmHg)となり，また， 60分後では， 例 (8%)，D. P;の上昇 9例 (75%)，不変 2例(17 
S. P.で， -9~+16mm Hg (平均 8:t6.0 mm Hg)， %)，下降 1例 (8%)であり， V.M.P.の上昇10例 
D.P.で， -'8--+ 26 mm Hg (平均 4.7士 2.8mm (82%)，下降 2例 (18%)であった。 
Hg)，V. M. P.で， -1--+26 mm Hg (平均 7.3:t 立位の C.P.T.時，対照の 15例中 S.P.の上昇 
5.3mmHg)となり， 24時間後では， S.P.で， +2 13例 (88%)，不変 1例 (6%)，下降 1例 (6%)，
~十18mmHg (平均 l1.2:t8.3 mm Hg)，D. P.で， D.P.の上昇 11例 (73%)，不変 4例 (27%)であ
-1~十 16mmHg (平均 6.6:t3.6 mm Hg)の動き り， V.M.P.の上昇 10例 (73%)，不変 1例 (7%)，
を示した。 下降 3例 (20%)であった。 
なお，絶対性不正拍のため， V.M.P.を，はっき C5筋注 30分後の立位時における C.P.T.は， 4 
り，きめられなかった 1例と， C5筋注 40分後K， 例中 S.P.の上昇は 100%であり， D.P.の上昇2例 
いちじるしい立位性低血圧をおこしm 冷汗，おく (50%)，不変 1例 (25%)，下降 1例 (25%)，v.M. 
び，めまいを訴え，立位の S.P.，および， D.P.を P.の上昇2例 (67%)，下降 1例 (33%)であった。
措記できなかった 1例とがあった。 C5筋注 60分後では， 6例中 S.P.の上昇4例 (60 
Rs使用が，立位時でおこなった C.P.T.にどんな %)，下降 2例 (40%)であり， D.P.の上昇3例 (50
，影響をあたえるかをしらべた。 Rs筋注 30分後で %)，不変 2例 (34%)，下降 1例 (16%)，v.M. P. 
は， S. P.で， 0~ +32 mm Hg (平均 15.5士 12.6 は，上昇例，下降例が同数であった。また， C5筋注 
mmHg)，D.P. で，ー 10~十10mmHg (平均一0.4 24時間後では， 5例中 S.P.の上昇4例 (80%)，下 
:t3.7 mm Hg)，V. M. P. で，ー 2~十13mm Hg(平 降 1例 (20%)，D. P.の上昇4例 (80%)，下降 1例
均 6.5士4.4mmHg)であり， Rs内服例では， S. P. (20%)，v.M. P.の上昇は 100%であった。
で -2~+30mmHg (平均 14.3士 8.5mm Hg)，D. Rs筋注 30分後では， 5例中 S.P.の上昇4例 (80 
P.で， -4~+16mmHg (平均 6.3士 3.4mmHg)， %)，不変 1例(209る)， D.P.の上昇 1例 (209る)， 
V.M.P.で， -6--+14 mm Hg (平均 4.1土 3.7mm 不変例，下降例はおのおの 2例 (40%)，V. M. P.の 
Hg)の動きを示した。 上昇は 3例 (75%)，下降 1例 (259る〉であった。さ
臥位の C.P.T.時，測定しえた 18例中 S.P.の上 らに， Rs内服例では， 12例中 S.P.の上昇9例 (75
昇は 16例 (94%)，不変 2例 (6%)，D. P.の上昇は %)，不変 2例 (17%)，不降 1例 (8%)であり， D. 
13例 (77%)，不変 2例 (11%)，下降3例(17%) P.の上昇 9例 (75%)，不変 1例 (8%)，下降2例
であり， V.M.P.の上昇例は 100%，下降例はなか (17%)，v.M. P.の上昇9例 (82%)，下降2例(18
つ?こ。 %)であっTこc 
C5筋注 30分後の臥位における C.P.T.時， 5例 少数ではあるが，脈波曲線がL、ちじるしい Plate-
中 S.P.の上昇4例 (80%λ 不変 1~~ (20%)，D. auを作り V.M.P.を決めかねる 1例もある。 
P.の上昇 3例 (60%)，下降2例 (40%)，V. M. P. 附:本態性高血圧症の Ecgにたいする Penta-
の上昇 3例 (75%)，下降 1例 (25%)であり， C5筋 pyrrolidinium bitartrateおよび， Reser-
注 60分後では， 8例中 S.P.の上昇 7例 (88%)，下 pineの影響にかんする補遺
降 1例(12%)，D. P.の上昇5例 (63%)，不変 1例 本高症の EcgIとかんしては，多くの業績(1めがあ 
(12%入下降2例 (25%)，V. M. P.の上昇6例 (75 るが，わたくしは，本高症の Rs，C5使用時の Ecg 
第 2号 佐々木:本態性高血圧症における Vaquezの中間血圧値と平均血圧計算値の対比一773ー
を述べるまえに，その対照として，本高症 43例の
T，STの高さ， RR，QT時間の実測を，表 10にま
とめた。わたくしの観察例では， 
1. 型: 左型を示すもの 14例 (33%)，右型のも
の3例 (7%)，尋常型は 26例 (60%)である。
心位:垂直位6例 (14%)，半垂直位 13例 (30

%)，中間位9例 (21%)，水平位9例 (21%)，半水

平位6例 (14%)であった。
 
2. ST困 Tの有意な低下は 26例 (60%)に認め

るが， 乙のうちで， Korth<l1)の定義による左冠不全

{象 (Heinecker<lQ)などのt比判もある〉は 5例 (12%)

にあった。また 1例Kは，陳旧性心硬塞を認めた。
 
STr，][で“low taken off" は 8例(19%)K， 

Wilsonの胸誘導における右心図で，“hightaken 

off"を27例が示した。
 
3. 不正拍を 4例 (9%)にみた。うち 2例は心房
性期外収縮，他の 2例は心室性期外収縮である。ま
た， Wilsonブロックを 3例 (7%)K，房室伝達障
害を 1例に認めた。 
4. QT: 対照観察では， QT 間隔が 255~439σ

の聞にあったが， Hegglin-Holzmannの式にあては

めると，いわゆる，尋常は 25例 (58%)，延長は 16

例 (37%)，短縮は 2例 (5%)となった。

つぎに， C50.04ないし 0.07mg/kg筋注 30分， 60

分， 24時間後，ならびに， Rs 0.5ないし1.0mg筋

注 30分， 60分後，または，内服 1時間後の Ecgに

ついて観察した(表 11，12)。 
1. RR: C5急性使用 27例中 10例 (37%)に RR
間隔の延長を認め， 17{J~ (63%) R短縮を認めた。 
Rs 0.5ないし1.0mg筋注 30分後では， 18例中
 
13例 (72%)に短縮を， 4{7~ (22%) K延長を認め，
 
1例 (6%)は不変である。内服 5例中 (60分後)3 

例は延長し， 2例は短縮した。
 
2. QT: C5急性使用では，27例中短縮 15例 
(56%)，延長 11例(41%)，不変 1例 (3%)である。 
Rsでは，筋注 30分後， 18例中 12例 (67%)は
延長， 5例 (28%)は短縮， 1例 (5%)は不変であ
る。内服 60分後， 5例中 2例 (40%)は延長， 3例 
(60%)は短縮した。 
3. T: C5急性使用時のTは，Tr，T][，TaVF， 
TV1> Tv5，TV6で，陽性Tの増高，陽性Tの減高は，
ほ Yおなじ程度で，TaVR，TaVLの陰性Tの増高，
陰性Tの減高も，おなじ程度lとみられる(表 13a)。
たYし，心不全をともなわない， K.W. I型の 1例
においては， Tr，T][，Tv4，TV5，TV6の陰性Tが陽 
性化した(図 16)。 
Rs筋注例，経口使用例では， Tの増高，および，

減高Ir.，一定の傾向がなかった(表 13b)。た，>'， 1 

例において， Rs 1.0mg筋注 30分後，頻発性の心室

性期外収縮が消失した(図 17)。
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~O.14 1 0 -1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 +0.29/0 10 I.731

+01|oo|o|o||o|ω7|+OU10||oji ow|
問 
01-0. 1回1- 0.9 	+0お 10 0210 1+0.021-0.1 1 0 1 0  0 1 0制
 
1 0胡 209 1.0 I0 0.101310|lo|| 十	十-03|o||oiO
 r 
1 0.781 0.340 1 0 1 +0.06 0 1-0.05	 1. 1 0 1-0:021-0.021 0 ~g:~{ 

52 0.915 10.4I 
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T(mV) 
Diagnosis 
工 II1-l m I aVR 1 aVL [山 1V 1 1 V~ 

判ふ s惜 iE号 rr /194/110 1+0.071+0.121+0判 -0.07卜0.09/+0.21 !+0.22 /+0.~6 

判T.T.¥雪lE号車|附 1021-0.121~岱1 I+0.18 1~g:お卜0.1 ¥+0.171-0.031 +0.12 

判K.F.¥管|E.号E 卜9側 1-0.
I+0.041~g:出 l-g.13 04 1十 0.081~g:i2 I+0.42 /+0.16 

判N.D.I雪lE.号 rrl町 90 I+0.25 ¥+0.1ト0.13卜0.21I十 0.23卜0.03卜0.1 1+0.18 

判K.S.! ~ 1~'.号 m 12仰 081+0.1 1十 0.161+0.1ト0.09卜0.06¥+0.06 !+0.1 /+0.32 

吋H. S.[雪lE-.号 rrlい附侃66仰
 1+0.18 ¥+0.25活~;t:;[工0.16+刊1810.ト一OωOω91ト+0.12 1+0.12¥1

叩 0.1含|E号工 ¥210/90 1+0.22/ +0.2卜0.1ト0.3 I+0.13 1+0.{)7 1~g:ふ 1+0.51
 
39ls.s再 iE:や弘 [194/1101+0.13 1+0.15 / 0 卜0.141+0.04 1+0.08卜0.04/+0.16 

76広町百 lE号工 lロ仰い 0.091+0.131 +0.2卜0.09卜0.071+0判ゴ :i8l十 0.21
 
411T. S.I号lE.も工|問 /103¥+0ω¥ +0.13卜0.12卜0.07/+0.01 /+0.17卜0.031+0.1 

叫 I 1lE:VYl断 78 1+0.18/十 0.3 /+0.171-0.251 0 231+0.3
1+0. 1十間 

引u.M.jdli長122lmO/101i+0叫 +0ω卜0.1 1-0.11 /+0ω1 +0.031+0叫ゴ沼
 
C. B. = Chronic Bronchitis D. M. = Diabetes Me1litus 
Tab. 11 E1ectrocardiographic findings before 
Age Changes in T-wave (mV) 
No. Name Diagnosis 
1 r 1 m 1み 1aVL jaVF [ V 1 1 V 5Sex 工 
22 E. H. bt 136/62 十 0.18 +0.33 +0.1 -0.29 十 0.06十 0.2 十 0.18十 0.23 1 S. W. 口 K. W. 1 150/82ap +0.18 +0.4 十 0.16 -0.31 +0.1 +0.29 +0.31 十 0.24 
bt 158/0 十 0.4 +0.33 +0.33 -0.3 +0.19 十 0.12 +0.13 十 0.43 
23 E. H. -0.12 N. H. ap 138/56 十 0.46 +0.4 十 0.01 -0.26 +0.19 十 0.21 +0.14 +0.56 口 K. W. 1 
ap 122/48 十 0.36 +0.36 一0.06 -0.26 +0.08 十 0.14十 0.09 +0.52 
23 E. H. bt 156/84 +0.44 十 0.47 -0.06 -0.33 -0.11 +0.28 3 M. H. K. W. 1 154/64 十 0.26 十 0.231+0.11 十 0.42。 ap +0.44 -0.02 -0.43 -0.11 
27 bt 190/112 -0.31 
-0.12 +0.13 十 0.13十 0.15 -0.07 十 0.4 -0.22H. C. D. 十 0.03 十 0.094 M. 1. K. W.工 -0.02。 ap 158/110 十 0.13 -0.03 -0.12 +0.08 十 0.16 -0.16 十 0.21
十 0.1 
28 E.H. bt|1開山33 +0.12 -0.29 十 0.22 +0.4 
5 H. S. ap I 142/90 十 0.211+0.3 +0.11 -0.23 +0.071+0.26 十 0.03十 0.35
口 K. W. 1 ap 1154/88 1+0.2 1+0.36 十 0.16 -0.19 +0.05 !+0.21 +0.25 十 0.7 
bt 別判十0ω 
-0.06 -0.06 -0.04。 -0.08。 -0.432 H.C.R.D. 十 0.026 Y. S. K.W.m~耳 -0.05口 ap 166/110 i+0.03 -0.05 -0.05 -0.05。 +0.02 。 -0.06 
34 E. H. bt 154/102 十 0.17 +0.1 。 -0.11 +0.09 十 0.1 十 0.26 +0.24 7 M.M. K. W. 1 148/102 +0.1 十 0.21 +0.08 -0.16 +0.1 十 0.07 -0.1 十 0.2。 ap 
8iA Y12lE:号 E |十 195「011|+叩 十 0.04 -0.15 叶 0021+0回 十 0.2 ap 1114/68 1+0.111+0.15 +0.01 -0.01 o 1+0.021+0.06 +0.19 
第 2号 佐々木:本態性高血圧症における Vaquezの中間血圧値と平均血圧計算値の対比一777ー  
ST (mV)RR 
れ工 1 II 1 m 1aVR|aVL|山 1 V 1 1 V 5 1 V6 伽)I伽) 
  
+0.18 1 0 1 0 j +0041 D 1 0 1 0 1 +0061 0 1 0 1 1.0751 0制

十0.1 0 061 +0.05 ) -0.07j -007 j 0.885 j 0337 
.0061 1-0)十1-0.02j -0.121-0.01 
9 1
。1 0 1-0. 1-0. 1 0 1 +00'51-0091トO倒 1 0 1 0 1 0四 10却

拙0[
悶
01
0
1| I0 I0 1 0 1 0 10 11o 11o。。 1 0 1 0 [ 0 1 0 1 0 1 +0 51 0 1 0 1 0脳 1036 

+0.091 0 031 0 1 0 [ 0 j -0.061 +0.1 1 0 1 0 1 0.893[ 0.4
1-0: 09 

十0.17[ 0 [ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0.9251 0388
円。 |0|olo101010|oloioγ38 
o [ 0 j +0041 0 I0 j 0 1 +0021 0 1-0.11 1 0.914 

十0.16卜 021 0 1 0 021 0 0 1-0. 1-0. 1 0市
0.061-0. 1-0. 2 2 103叫

。|十0051+006 I0 
-0.181 0' 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 I0 j 0 [ 0 I0.888 1 0.365 

P. P. =Phthisis Pulmonum 
and after the administration of C5・ 
Changes in ST-Segment (mV) RR QT 
1 II Im 1 aVR 1 aVL 1 aVF IV 1 1 V 5 1 V6 
Remark 
V 6 工 (Sec.) (Sec.) 
十0.17。。。。。。十0.09。。 0.877 0.393 
+0.19 。。。。。。十0.05。。0.842 0.401 30 min. after C5 0.07 mgfkg i.m. 
十0.31 。。。 -0.06 。。+0.1 。。0.649 0.332 
十0.55 。。。 -0.06 。。。。。0.588 0.298 1 hour after C:; 
0.07mgaf/tkegr i.m. 
十0.3 。。。 -0.08 。。。。。0.745 0.32 24 h. after 0.07 mgfkg i.m. 
+0.22 。。。。。。。。。0.955 0.334 
十0.42。。。。。。。。。0.915 0.307 1 hour after 0.07 mgfkg i.m. 
-0.16 -0.09 十0.06。-0.07 +0.2 -0.08 -0.07 0.441 0.396 
-0.02 -0.07 -0.031 0 。。。+0.1 -0.05 -0.05 0.661 0.406 30 min. after C5 +0.04 0.05 mgfkg i. m. 
+0.3 。十0.03 。。。十0.04十0.23 。。0.727 0.329 1 hour after 0.07 
十0.3 。十0.07 。。。十0.07 +0.12 。。 0.649 0.307 2m4gh /ltg afit .m. 
+0.3 。十0.06 。。。十0.06 +0.09 。。0.796 0.335 er 0.07 mgfkg i.m. 
-0.08 -0.05 。。+0.08 G 。十0.09 。-0.05 0.63 0.255 
-0.07 。-0.02 -0.01 。。 -0.01 十0.02 -0.07 -0.07 0.616 0.252 1 hour after 0.03 mgfkg i.m. 
十0.11 。。。。-0.01 。+0.1 。。0.689 0.32 
十0.1 。。。。。。+0.06 。。0.668 0.364 30 min. after 0.07 mgfkg i. m. 
+0.12 十0.01 -0.11 。。。 。。 0.81 0.364 
+0.09 。-0.07 -0.04 。。-0.041 0 。。 0.777 0.376 30 min. after 0.05 mgfkgi.m. 
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Name 

9 

No. 
K. F. 

10 
 S. K. 

11 
 S. M. 

12 
 G. Y. 

13 
 K. K. 

14 
 1. Y. 

15 
 Y. S. 

16 
 S. Y. 

17 
 S. T. 

18 
 K. N. 

19 
 G. K. 

20 
 S. H. 
21 

22 
 Y. K. 

23 
 T. T. 

24 
 Y. S. 
Age 
Diagnosis 
Sex 

41 E. H. 
K.W.II。 
46 

口 
47 

口 
52 

口 
56 

口 
56 

口 
57 

口 
口 
58 

口 
E. H. 
K.W. II~lli 
E. H.+P.P. 
K. W. II 
H. C. D. 
K.W.lli 
E. H. 
K. W. II 
E. H: 
K. W. 1 

E. H. 
K. W. 1 

K.W. 1 

E. H. 
K. W. 1 

K.W. II~l
58 H. C. D. 。 li 
59 
 E.H.十 D.乱1. 
K. W. II 口 
59 
 E. H. 
K. W. 1 
。
E. H. 
K. W. II 
60 
 H. C. D. 
K. W. li 口 
63 E. H. 
K.W.lI。 
67 E. H. 
口 K. W. 1I 
bt 
ap 
bt 
ap 
Changes in T-wave (mV) 
B. P. 

工 I II I 1I a VR Ia VL Iみ I V 1 I V5
J 
168/110 十 0.21+0.27 十 0.09-0.21:十 0.09+0.18 -0.03 十 0.45
 
134/98 
 +0.06 十 0.21-0.1 
+0.3 

十 0.2

十 0.22十 0.44+0.11 -0.2 

十 0.25
十 0.14-0.13 -0.1 
 十 0.1
十 0.3
209/凶 1+0.1
 -0.1 

-0.07 +0.11 十 0.23
202/130 1+ O:O9 +0.35 +0.33 -0.27 -0.12 十 0.3
 
ap I158/89 
ap I144/90 
bt 182/116 
ap 125/83 
+0.06 十 0.05-0.1 

-0.07 

bt 152/116 -0.07 -0.12 

-0.1 
+0.03 十 0.13+0.07 -0.11 十 0.141+0.35-0.08ap 126/82 
十 0.4
 
ap I140/92 

十 0.1
 -0.12 -0.09 十 0.03-0.1
btド74/同
-0.17 十 0.4
-0.12 +0.1
十 0.3 1+0.17 -0.2
。
bt -0.18 十 0.13+0.09 

ap 142/100 十 0.261+0;18一 0.09-0.18 +0.1 

叩+0.1 
却捌刷叫山山m1204ロ町削仰仰/バ川川 
十 0.07十 0.551+0.19
 
ぺ叫
ap I150/92 
bt 202/102 
ap 172/94 
bt 160/80 
ap 130/80 
bt 202/102 
ap 184/96 
bt 200/112 
ap 155/97 
bt 198/88 
十 0.25
 
十 0.16十 0.2

十 0.23十 0.08-0.23 十 0.08+0.15 +0.1 
+0.2 

十 0.24十 0.25
 
-0.03 -0.06 +0.06 

十 0.12-0.2 
 十 0.05+0.1
。。十0.08
-0.12 
+0.1 十0.09 +0.14 
十0.1 1+0.11 -0.06 -0.04 -0.14 -0.1 +0.11 +0.09 
+0.11 +0.44 +0.31 -0.21 -0.14 +0.44 +0.18 +0.04 
十 0.09十 0.25+0.2 
-0.19 -0.06 十 0.21十 0.15+0.2 

十 0.22十 0.21-0.03 -0.2 
十 0.03-0.02 

+0.2 
 -0.05 -0.25 十 0.1
 -0.09 -0.161+0.6 

十 0.22
 
十 0.2
 
-0.07 +0.09 +0.21 

十 0.1
 +0.231+0.18 -0.16 +0.06 十 0.26十 0.211+0.1
 
-0.11 -0.19 -0.11 十 0.19-0.14 -0.27 十 0.23-0.3 
+0.06 
ap 150/80 1-0.09 -0.08 +0.01 十 0.07-0.08 -0.08 +0.24 -0.2 

PlH|1臼 /98「018|十 0.3卜。ソ刊。卜… 
bt 207/104 
ap 104/60 
bt 204/108 
ap 162/100 
十 0.18+0.32 +0.18 -0.23 -0.09 +0.29 -0.11 十 0.25
 
+0.06 +0.27 +0.19 -0.12 -0.23 +0.21 +0.09 +0.39 

-0.36 -0.13 +0.27 +0.29 -0.22 十 0.29+0.52 -0.73 

-0.23 -0.18 十 0.12+0.22 -0.16 -0.12 十 0.68-0.78 

十 0.21十 0.21十 0.15-0.19 -0.04 十 0.09
 
+0.12 十 0.21十 0.09-0.19 -0.09 +0.09 +0.2 
-0.04 十 0.33
 
-0.08 

-0.09 

-0.12 -0.11 +0.18 +0.12 -0.1 
 十 0.17-0.03 十 0.12
-0.09+0.1 

-0.12
-0.1 

十 0.11十 0.06-0.19 -0.11 十 0.18-0.22 十 0.2
 
+0.1 I十 0.16十 0.1
 -0.09 -0.06 十 0.06十 0.1
 十 0.32
。十 0.07十 0.28
十 0.11+0.18 十 0.05-0.06 -0.06 
ぉ |K IlnlEH叩 o 1 K. W. II 1 ap 1 144/92 1+0.1 1+0.3 1+0.2 ー 0.12ー 0.2 1+0.2
 十 0.1 1+0.5 

D. M. = Diabetes Mellitus P. P. = Phthisis Pulmonum bt: before the treatment 
-0.08 
第 2号佐々木:本態性高血庄症における Vaquezの中間血庄値と平均血庄計算値の対比 一779ー 
Changes in ST-Segment (mV) RR QT 
III 1"II Ia V R Ia VL 1品 IV 1 IV 5 IV 6 
Remark 
V6 工 (Sec.) (Sec.) 
十 0.27。。。。。。 。 0.332 
+0.2 。。。。。。十 0.021 0 。0.695 0.34 30 min. after 0.05 mgJkg i. m. 
+0.27 。。。。。。十 0.09。。 0.976 0.456 
十 0.46。。。。。。。。。1.025 0.444 30 min. after 0.05 mgJkg i. m. 
十 0.31 。 。。。。十~.05 。。 1.018 0.436 
十 0.2 。 。。。。。。-0.01 0.808 0.372 30 min. after 0.05 mgJkg i. m. 
-0.38 -0.05 -0.05 +0.03 +0.06 -0.03 十 0.03 +0.51 -0.12 -0.04 1.064 0.44 
-0.53 -0.01 -0.08 。十 0.09。。十 0.19 -0.12 -0.09 0.976 0.386 30 min. after C5 0.05 mgJkg i. m.。。。。。。 1.002 0.38 
十 0.26。。。。。。十 0.05。。0.964 0.38 30 min. after C5 0.07 mgJkg i. m. 
-0.08 -0.02 -0.11 -0.03 十 0.05。-0.03 十 0.15 -0.08 -0.08 0.638 0.37 
十 0.02 
-0.07 -0.05 -0.06 。+0.05 。。十 0.18 -0.1 -:-0.08 0.774 0.936 30 min. after C5 0.05 mgJkg i. m. 
十 0.3 。。 。 。十 0.03。。0.984 0.4 
十 0.3 。。 。 +0.01 。。。0.998 0.381 30 min. after C5 0.07 mgJkg i. m. 
十 0.14。。。。。 +0.08 。。0.731 0.333 
十 0.1 。。。。。 +0.11 。。 0.353 30 min. after C5 0.753 0.07 mgJkg i. m. 
+0.17 。。。 。十 0.04。。0.783 0.351 
十 0.25。。。。。。+0.08 。。0.878 0.351 30 min. after C5 0.07 mg/kg i. m.。。 O. 。十 0.06 +0.02 。。。。0.926 0.391 
+0.04 。。。+0.03 十 0.02。十 0.04。。0.939 0.481 1 hour .after C5 0.07 mgJkg i. m. 
十 0.4 。+0.08 。。。+0.06 十 0.03。。0.924 0.359 
十 0.19。十 0.04 +0.05 。。。十 0.07。。0.771 0.32 30 min. after C5 0.05 mgJkg i. m. 
+0.33 。-0.06 -0.02 。+0.02 -0.11 。。。0.9 0.416 
+0.3 。-0.03 -0.03 。+0.02 -0.02 。。。0.988 0.432 30 min. after C5 0.05 mgJkg i. m. 
十 0.18。。 +0.04 。。。。。。1.075 0.384 
十 0.16。。。。。。 +0.1 。。0.858 0.375 after C5d 0.05im.m g/kgx10days i.m. 
-0.3 。。。+0.13 。。十 0.1 。。 0.48。。。。。 -0.02 。十 0.09。。0.971 0.394 30 min. after C5 0.07 mg/kg i. m. 
十 0.1 -0.02 -0.12 -0.01 十 0.06。-0.06 十 0.05 -0.07 -0.07 0.885 0.337 
十 0.17 -0.03 -0.1 。+0.11 。-0.05 十 0.07。。0.92 0.374 30 min. after C5 0.05 mg/kg i. m. 
+0.19 。。。。。。十 0.05。。0.844 0.36 
十 0.17十 0.01。。。。。 +0.03 。。0.752 0.32 30 min. after C5 0.05 mg/kg i. m. 
十 0.3 。 。。十 0.08 +0.07 。+0.01 0.82 0.38 
十 0.4 。+0.061+0.05 。。十 0.06十 0.05。十 0.070.6330.295 30 min.after C5 0.05 mg/kg i. m. 
ap: at the appearance of. the most remarkable changes in ecg. 
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Tab. 12 Electrocardiographic五 ndingsbefore 
Age Changes in T-wave (mV) 
No. Name Diagnosis B. P. 
1 II 1 II ¥aVR 1 aVL 1山 I V 1 1 V 5Sex 工 
30 E. H. 十 0.09 +0.32 +0.02 -0.22 +0.11 +0.12 十 0.12十 0.17 
1 Y.W. ap 136/82 十 0.12十 0.18 +0.08 -0.11 十 0.08十 0.11 +0.27 十 0.18
口 K. W. 1 ap 142/102 +0.28 十 0.36 +0.14 -0.2 十 0.08十 0.2 十 0.64十 0.4 
32 E. H. bt 148/40 +0.32 +0.19 -0.04 一 0.23 +0.26 十 0.13。 +0.32 
2 N. H. ap 120/42 +0.43 +0.44 -0.1 -0.22 +0.28 +0.28 一 0.23十 0.51
口 K. W. 1 ap 122/32 十 0.4 十 0.39 -0.1 -0.48 +0.18 +0.2 -0.1 十 0.33+0.01 
33 bt 172/90 十 0.21 -0.3 -0.26 十 0.3
十 0.17
十 0.51E. H. -0.123 1. T. K. W. 1 十 0.2口 ap 162/98 十 0.12 +0.511+0.27 -0.34 -0.2 十 0.22 -0.1 十 0.4 
34 E. H. bt 154/92 十 0.17 +0.1 -0.1 十 0.24 4 M.M. K.、N. 1。 ap 128/82 +0.1 +0.13 十 0.081-0.11 -0.03 十 0.05十 0.12十 0.19 
36 E. H. bt 十 0.16 +0.06 -0.08 -0.09 十 0.09 -0.02 -0.01 十 0.06 5 T. S. K. W. 1 十 0.02。 ap 164/106 +0.17 +0.09 -0.1 -0.12 十 0.11 。。-0.07 
bt 202/130 十 0.03 。 -0.02 。。。 
6 U. T. 口 K.W.III +-0.032 +0.1 ap 190/122 十 0.03 +0.07 -0.12 -0.06 十 0.1 。 
46 E. H. bt 206/118 +0.29 +0.54 +0.38 -0.28 -0.05 7 H. K. K. W. II -0.12。 ap 158/90 +0.12 十 0.33十 0.2 -0.07 +0.291十 0.1 十 0.38 
46 bt 202/128 十 0.1 十 0.3 +0.14 -0.14 -0.1 +0.1 
+0.2 十 0.25E. H. -0.18 S. K. K.W. II--III -0.09 -0.15口 ap 224/126 +0.02 十 0.18十 0.16 -0.18 -0.09 十 0.18十 0.26十 0.08 
47 E. H. bt 176/92 +0.18 +0.32 十 0.18 '-0.23 -0.09 十 0.25 9 S.乱 1. K. W. II -0.12 +0.3 十 0.17口 ap 164/90 十 0.02 +0.27 +0.17 -0.12 +0.03 -0.12 十 0.25 
51 E. H. 十 0.03十 0.34十 0.38 -0.2 023l叫 十 0.13 +0.36 10 K. U. K. W. 工 ap 1 144/98 口 十 0.02 +0.25 十 0.17 -0.17 -0.041+0.24 十 0.05十 0.24 
52 H. C. D. bt 206/130 -0.36 十 0.29 -0.22 十 0.29十 0.52 -0.73 11 G. U. K.W. lI -0.131+0.25口 ap 202/128 -0.36 十 0.25 -0.27 +0.22 十 0.6 -1.05 
54 E. H. bt 150/104 十 0.2 +0.26 十 0.1 -0.2 -0.06 十 0.13十 0.19十 0.2 12 M. F. K. W.工 144/100 十 0.18十 0.29口 ap 十 0.1 -0.2 -0.06 十 0.12十 0.2 十 0.43 
56 E. H. bt 176/104 +0.21 十 0.21 +0.15 13 K. K. K. W. II 180/102 十 0.12 +0.13 +0.02 -0.16 1-0.04 口 ap 十 0.031+0.16 +0.32 
57 E. H. bt 170/98 +0.1 +0.17 +0.07 -0.12 -0.09 十 0.4 14 1. Y. K. W. 1 166/90 +0.1 十 0.31十 0.18 -0.18 -0.18 十 0.16 !-0.1 口 ap 十 0.3 
58 E. H. bt 200/120 +0.25 十 0.16。 十 0.1 十 0.14 15 S. Y. K. W. 1 174/120 十 0.26十 0.18 -0.09 -0.181+0.1 1+0.09 十 0.37口 ap +0.17 
bt 172/108 +0.091+0.031-0.031-0.0658 H. C. D. +0.06 1 .0 1 0 l=o:i2 16 K. N. K.W. II--lI 牛0.121+~'~~ I~~'~~ I~~'~~ 十-00..0131+0.12+-00..0196 十 0.25。 ap 220/130 -0.031十 0.08十 0.02 
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and after the administration of Rs. 
Changes in ST-Segment (mV) RR QT 
I r I II Ia VR Ia VLI山 |γ1 I V 5 I V 6 
Ramark 
V6 工 (Sce.) (Sec.) 
十 0.14 。。。。。。。。。 0.884 0.348 1.5 hours after 
十 0.18 G 。。。。。。。。 0.778 0.349 Rs 1 mg i.m. 
+0.22 。。。。。。。。。 0.934 0.363 24 hours after Rs 1 mg i.m. 
+0.32 。。。。。。。。 +0.08 0.878 0.352 
+0.51 。。。。。。。。。 0.821 0.329 60 min. after Rs 1 mg i.m. 
+0.3 。。。。。。十 0.08 。。 0.939 0.376 24 hours after Rs 1 mg i.m. 
十 0.31 。。 。。 +0.04 。。 1.308 0.351 
+0.21 。。 -0.061 0 。 -0.06 +0.08 。。 0.858 0.344 30 min. after Rs 0.5 mg i.m. 
十 0.11 。。。。 -0.01 。 +0.09 。。 0.689 0.32 
十 0.1 。。。。。。 +0.07 。。 0.596 0.324 30 min. after Rs 1 mg i.m. 
+0.08 +0.01 。。。 。 +0.02 。 -0.08 1.019 0.388 
十 0.02。。。。 。。。 -0.19 0.952 0.404 30 min. after Rs -0.07 1 mg i.m.。。。。。。 G 。。。 0.838 0.37。。。。。。。 +0.04 。。 0.8 0.402 30 min. after Rs 1 mg i.m. 
+0.5 。。。。。。 。 0.925 0.41 
+0.21 。。。。。 +0.03 +0.071 0 。 1.041 0.426 after Rs 15 mg per os. 
十 0.27 。。。。。。 。。 0.976 0.456 
+0.2 。。。 +0.08 。。 。。 1.018 0.436 after Rs 12 mg per os. 
十 0.16 。 -0.05 。。。。 +0.05 。。 0.987 0.39 
十 0.16。。。。。。。。。 0.987 0.39 30 min. after Rs 1 mg i.m. 
十 0.32 。。。。。。。。。 0.858 0.402 
+0.22 。。。。。。。。。 0.694 0.372 after Rs 13.5 mg per os. 
-0.381-0.05 -0.05 +0.03 十 0.06 +0.51 -0.12 -0.04 1.064 0.44 
-0.56 1 -0.08 -0.09 。 +0.05 -0.031 0 +0.18 -0.18 -0.09 1.124 0.404 30 min. after Rs 0.5 mg i.m. 
十 0.18 。。。。。。。。。 0.637 0.33 
十 0.27。。。。。。 +0.02 。。 0.956 0.381 30 min. after Rs 0.5 mg i.m.。。。。。。 1.002 
+0.22 。。。。。 -0.02 十 0.08。。 0.984 0.3941 ?O miJ.?-. after Rs 1 mg i.m. 
+0.3 G 。。。。。 。 0.984 0.4 
+0.26 。。。。。 +0.01 +0.061 0 。 0.909 0.39: 30 min. after Rs 0.5mg i. m. 
+0.14 。 。。。。 +0.29 。。 D.731 0.333 
十 0.1 。 。。。。十 0.18 。。 0.659 0.331 30 min. after Rs 1 mg i.m.。。。。十 0.02 。。。。。 0.926 0.391 
-0.06 。。。十 0.03 。。 +0.05 -0.08 。 1.192 1 0.430 after Rs 60 mg 
十 0.08 per os. 
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Age Changes in T-wave (mV) 
No. Name Diagnosis B. P. 
I II I 1I I a VR I a九 IaVF I V 1 I V 5Sex 工 
59 E. H. bt 140/86 十 0.11 +0.44 -0.14 +0.44 +0.18 十 0.44 17 G. K. K. W. II 口 ap 160/82 +0.11 +0.32 -0.2 1-0.3 -0.02 +0.3 +0.23 +0.23 
bt 210/150 -0.02 -0.06 +0.18 十 0.5460 H. C. D. 十 0.07十 0:061 0 -0.6418 Y. M. K. W. II -0.03 -0.02 +0.2。 ap 210/90 +0.02 +0:061-0 . 03 -0.06 。。 +0.18 -0.1 
60 bt 198/88 
-0.11 -0.19 -0.11 十 0.19 -0.14 -0.29 
19 K. K. H. C. D. 十 0.06 -0.13 
口 K. W.耳 ap 182/90 -0.13 -0.21 +0.08 +0.11 -0.08 -0.19 -0.311-0.38 -0.09 
S. S. 
63 E. H. bt お 0/叩 -0.091+0.21 +0.22 十 0.16 20 K. W. I 口 ap 145/85 1+0.021+0.18 +0.231-0.08 -0.07寸 0.22 +0.1 +0.17 
bt +0.181+0.12 -0.1 +0.03 +0.12 63 E. H. ~ö:ô81+0.17 21 T. T. 。 K.W. 1I ap 180/101 1-0.1 1+0.11 十 0.151+0.05 -0.141+0.12 十 0.1 +0.13 
-0.168 E. H. +0.09 -0.16 +0.081+0.37 十 0.2 22 K. S. K. W. II 
十 011 +-0.3 13口 ap I 186/96 +0.091+0.2 十 0.1 -0.2 -0.1 +0.11 
69 bt 218/90 -0.1 -0.3 十 0.13 +0.07 
十 0.1
十 0.51 
23 S. O. E. H. 0.03 
口 K. W. 1 ap 212/84 十 0.281+0.21 -0.06 -0.23 十 0.18十 0.07十 0.07十 0.27 
bt 176/98 十 0.09 +0.13 十 0.2 -0.09 -0.07 +0.22 +0.08 十 0.21E. H. -0.1 
K.W. 1I ap 172/102 十 0.08 +0.23 +0.19 -0.04 -0.18 +0.2 +0.06 +0.4-0.02 
74 E.H.+P.P. bt 164/78 十 0.18 +0.3 +0.17 -0.25 。 +0.23 +0.3 十 0.51 25 K. 1. K. W. I 。 ap 160/86 +0.12 +0.22 +0.12 -0.16 -0.16 十 0.11十 0.11十 0.47 
P. P. = Phthisis Pulmonum bt: before the treatment 
Tab. 13 a Changes upon T-waves due to the C5 treatment. 
官
I T 1 I T][ I Tm I Ta叫 T山 IT州 T~~-I 九 I-TV6 
4 9 12 9toller 8 12 10 10 
po.sitive T 
87 9 9lower 9 8 119 
1 17 2shallower 1 9 33 3 
negative T 
4 5 12 2 1 3 4deeper 3 5 
Aヮ “  ヮ “凸つ 臼  URUno changes 
q u ワ 臼  q d  
Tab. 13 b Changes upon T-waves due to the Rs treatment. 

I TI I T][ I Tm I T a叫 TaVLI T a叫 TVlI T引 TV6
 
6toller 12 7 7 12 12 ・ 噌ふ 
・ ・  2
D AOQU S L V Tv e 
lower 10 8 9 11 14 
。
15 
3shallower 2 5 2 2 
negative T 
deeper 1 6 2 1 0 1 
no changes 
ト ー
-0.3 
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Changes in ST-Segment (mV) QT 
Remark 
(Sec.) (Sec.) 
RR 
rv:-I工 r II I1I Ia V R r此(山 r V1 1V5 IV6。。。。 。。1.
十 0.06十 0.03+0.41 
 +0.08 071 0.389 

30 min. after Rs 。 。。。 。。1.
+0.21 
 +0.04 0.403
+0.06 +0.07 1 mg i.m. 

-0.03 
。。。。。。 。。0 0.334
十0.09 .78 
011 
十 0.11
 
-0.07 。。。+0.08 。。。。。0.748 0.389 30 min. after Rs 
+0.12 
 1 mg i.m.。。。 。。 。。1.
十 0.09 0.48
十0.01
after Rs .15 mg 。。。。。。-0.15 
 +0.13 
。。0.978 
209 
0.439 per os. 
。。
 。。1.
。十0.04 十0.06 075 0.384
+0.18 

30 min. after Rs 。。。。。。0.707
。。 0.385
+0.01+0.09 1 mg i.m. 

-0.02 -0.01 +0.06 -0.06 -0.05 -0.07 -0.07 0.885 0.337 
+0.1 
。 。 
30 min. after Rs 

+0.1 
 。。 。。。 。 .0.809 0.385
-0.03-0.06 +0.05 1 mg i.m.-0.07 。。。。。+0.13 -0.08 -0.05 0.948 0.408
十 0.11-0.03 
30 min. after Rs 。。。。。 -0.04 1.072 0.44
-0.03 +0.11 -0.1
+0.1 
 1 mg i.m.。。。。。。。。。0.925 
0.389 

30 min. after Rs 

+0;17 。。。。。。。。。0.983 
0.404
十0.18
 1 mg i.m.。。。。。。 十0.11 0.914 0.381 

30 min. after Rs 

十0.02十0.04+0.11 
。。。。。。十0.06。。 0.877 0.398
十0.2
 0.5 mg i.m.。。。。 十0.01 0.82 
 0.38 

30 min. after Rs 

十0.05+0.06 +0.05 +0.07 +0.3 
 。。。 。。十0.0210.781 0.356 1 mg i.m.
十 0.02+0.04 十0.02+0.27 

ap: at the appearance of the most remarkable changes in ecg. 
4. ST: C5および Rs使用，おのおの 25例につ Wezler，Blumberger司 Holldack，ないし， Ecgの

いて， STr，ST][，STm，STaVR，STaVL，STaVF， 場合とちがって，血圧曲線の終りまでを記録する間，
 
S TV1' S TV5' S TV6を測定したが(表 11，12)，C5 停止できない患者もある。かような場合は，実検成

使用例では，STrの上昇4例(16%)，下降3例(12 績のところで明記したように，却下した仰〉。

%)であり， STv6の上昇3例 (12%)，下降4例 曲線が Plateau，ないし，いちじるしい Dome
 
(16%)である。また， Rs使用例では， STrの上昇 を作るときに， V.M.P.をきめることができない場
 
1例 (4%)，下降2例 (8%)であり， STv6の上昇 合もある。乙れも，検例から除いた。わたくしは， 
5例 (20%)，下降2例 (8%)で、あった。 本法と〉も lと，かならず，同側の榛骨動脈で触診す
るか，当然左右差はあるけれども，相対的な変化を
IV. 者案，ならびに，まとめ 知るために，他側で聴診して，血圧を測った。 
A. 本法の測定について B. Hypertension moyenne isole s. solitair 
三浦式，ないし， Pachon型の血圧計にも，多く について
の測定誤差をきたす原因がある。機械そのもの，ま わたくしは，協研者加藤(守〉と与もに， 916例の
たは，血行力学的な問題については，協研者加藤 うち， 10例の本症と考えうるものを観察し， Gomez 
(守)が次号の本誌に述べる。実際問題として，もつ (6)らのいう状態が確在すると考える。本症はー定の
とも，困るのは，不正拍である。また，呼吸の影響 兆候を示さず，たまたま発見されることもあり，ま
がL可ちじるしく，不精確になるととがある。かよう た，いろいろな自・他覚的のあるとともあるが，わ
なときは，自然の呼気位で一時，停止する。しかし たくしの例のうちは， V.M.P.以外に特有な兆候と
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すべきものは見あたらなかった。しかしながら， V. たとえば，協研者，梅沢(38)の行なったように，傾斜台
M.P.を測ることによって，主訴，ないし，他覚症 にのせる場合，角度と，移動時間で，量的にちがう。
を説明でき，または，説明のいとヤちを求めうるこ わたくしの観察方法では，一分以内lζ，各体位を自
とがある。たとえば，保険診査，または，集団検診 動的に変換させた。尋常者よりも，高血圧者の変化
時lζ，S.P.，D.P.，ないし，ーおうの理学的所見に が大きく，ゃく， :t20mmHg， ときに，それ以上
異常がなくとも， V.M.P.を測って，簡単に，潜伏 となった。 D.P.，V. M. P.の変化は，それよりも，
している障害を見出す場合もありうる。わたくしの 小さい。筋運動なしに，長く立位をとると，失神す
例にかんするかぎり，本症には，後頭痛・どうき・ ることがわかっている問、協研者梅沢は，かようの
視力障害などのように，持続性高血圧症にしばしば さい， Fick-Cournand法でコントロールした We-
みとめられる兆候がお ζった。それでも，乙のとき zler法Kよっても， Keys-Friedell法によっても， 
S.P.とD.P.を測るだけでは，障害を充分に説明 心送血量のへる ζとを見た。それゆえ，脈圧のへる
し，または，説明しうる手がかりを簡単につかめえ ことが例である。乙のさい，交感神経性脈管収縮が
たか，どうか。また，本症が若年，ないし，中年の 低送血量を代償するといわれるが，協研者佐瀬 (31)
人にも，お ζ り，年令が，一見，あまり重大には関 は，代償のメカニズムにいろいろある ζと，とくに
係しない点も，大切と考える。 脈管流血抵抗と弾性抵抗の態度について調べた。立 
C. 負荷時における申間血圧 r.位時I，しばしば， D.P.が充進する ζともある。
健康者lと運動を負荷すれば， S. P.は充進しでも， それゆえ， V.M.P.が， S. P.の低下にもか〉わら
V.M.P.は上昇しない。しかし，潜在性の心不全が ず，ほとんど，変化しないよう K見えること，ない
あると， S.P. もV.M.P.も，ともに充進すること し，このさい， V.M.P.が%的に S.P. IL近づく乙
が，しばしばある。ときには， V.M.P.の上昇が， ともある。
とくに，いちじるしいこともある。かようなときに 立位による S.P.のさがりかたは，若年者にくら
は，D.P.、。Lべて，高年者のそれは，ほ山ひとしは，左室の予備力がさがっており，予後がよくない。
以上は，すでに，古典的な観察にさえなっている。 一般に，後者でいちじるしし、。したがって， V.M.P. 
わが国では，安田・黒田氏 (45)らの業績がある。氏 も，高年者で，や h さがる率が多い。しかし，心
らの運動負荷は 100mを80"前後で歩かせる ζとで 拍数は，老年者にくらべて，若年者Ir.，よりいちじ
あった。氏らは，動脈硬化症・心疾患，および，腎 るしく増す。 Norris，Shock，および， Yiengst(21) 
性高血圧症では，運動負荷後，尋常者にくらべて， は，老年者の S.P.がよりいちじるしくさがり， D. 
中間血圧の充進度が，大なり，小なり，いちじるし P.は一般に，差がないとした。しかし，氏らは，傾
く，もとに戻る時間ものびるといった。た Yし，本 斜台を 45σにして調べたゆえ，かような結果をえた
高症では，もとへ戻る道程が漸減的でなく，動揺が のかもしれない。なぜなら，協研者梅沢(38)の業績に
いちじるしいと述べた。 も，乙の傾向を見るからである。立位試験時， V.M. 
わたくしは，基礎代謝測定条件に等しい安静時値 P.とD.P. + 1/3 P. P.の差が， :t 10%以内のもの
すなわち， basal pressureを観察したのち supple- は，測定しえた 16例中 8例 (50%)，+10%を上ま 
mental pressure を調べる意味で，体位変換試験 わるもの 4例 (25%)，ー10%を下まわるものは 4
と，寒冷昇圧試験を行った。 例 (259る)であった。また， V.M.P.とD.P.十 1/2 
1. 体位変換試験について P.P.の差が，士10%以内のもの 6例 (37%)，-10 
尋常者，または，手当をうけない高血圧者の血圧 %を下まわるもの 10例 (63%)であった(図 18)。
高は，立位によっても，交感神経系の緊張が変化し 立位試験時， C5急性使用例では，V.M.P.とD.
て中和するようにはたらくから，いちじるしく変化 P.十 1/3P，P，の差が， :tlO%以内のものは， 測定
しない。すなわち，急に立位をとらせても，数秒間 しえた 21例中 15例 (729合)， +10%を上まわるも
は，血圧がさがるものい速やかに，もとの高さに の3例 (14%)，-10%を下まわるもの 3例 (14%)
戻る。乙の間，瞬間的ながら，もとの高さ以上にな であった。また， V.M.P.とD.P. + 1/2P. P.との
ることもある。との overshootは，ある程度まで， 差が，士10%以内のもの 7例 (33%)，+10%を上
交感神経のはたらきを反映する。立位のとらせかた まわるもの 3例 (14%)，-10%を下まわるもの 11
によって，定量的には，かなりいちじるしくちがう。 例 (53%)であった(図 19)。 
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Rs筋注ないし内服例で行なった立位試験におけ
るV.M.P.とD.P.+ 1/3P，P，の差が，土10%以内
のものは，測定しえた 16例中 11例 (69%)，+10% 
を上まわるもの 2例(12%)，-10%を下まわるも
の3例(19%)であった。また， V.M.P.とD.P. 
+1/2P.P.の差が，士10%いないのもの 5例 (31
%)， -10%を下まわるもの 11例 (69%)であった 
，
， ， ， 
・ 
(32%)，不変 2例 (10%)，下降 11
例 (58%)であった。 
.l50咽明日g Rs内服例の立位性降圧は， S. 
T.P. +.!j，P.P. P.について 100%であったが， 
D.P.については， 12例中 7例 (58%)が下降を示
し，不変は 2例(15%)，上昇は 3例 (25%)であっ
た。 Rs筋注例では， S. P.については， 5例中 3例 
(60%)が下降を示し，上昇は 2例 (40%)，D. P.に
ついては，下降が 2例 (40%)，不変は 1例 (20%)，
上昇は 2例 (40%)で、あった。 
V.M.P.における立位性降圧は， S.P.および D. 
Fig. 18 V. M. P.，D. P. + 1/3P. P. and D. P. + 1/2P. P.， 
measured as to the maximal responses of orthostatic test. 
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(図 20)。 
V.M.P.を立位試験時，さらに
は， Rs，C5使用後の立位試験時に
しらべ，そして，D. P. + 1/3P. P. 
とD.P.+l/2P.P.のいずれに近
似するかをみた。観察の各項で近
似する%は多少ことなるけれど
も，どの項目においても， D. P. 
+ 1/3P，P.が D.P. +1/2P，P.よ
りも V.M. P. rc.近似する。
体位性血圧変化に たいする 
Dibenzyline，Dihydroergonated 
Ergotアルカロイド， C6，Hydrala-
zlne，CS，および， Reserpineな
-786ー 千葉医学会雑誌 第 35号 
P.の変化方向とことなり，独自の動きを示す場合が

ある。すなわち， 16例中 6例 (38%)は下降を， 9 

例 (56%)は上昇を， 1例 (6%)は不変を示した。

C5急性使用例の V.M.P.は， 19例中 10例 (53%)

は下降を， 9例 (47%)は上昇を示した。また， Rs 

内服例の V.M.P.は， 12例中下降は 10例 (82%)

に，上昇は 2例 (18%) 1乙見たが， Rs筋注例の V.
 
M.P.は， 4例中2例 (50%.)は下降を， 2例 (50

%)は上昇を示した。
 
2. 寒冷昇圧試験について 
50Cの冷水lζ手を入れると S.P.が，ゃく， 30mm 
Hg上昇する ζとをみた Colomboの業績は，ゃく 
65年前， Mosso ILよって紹介されたという (32)。し
かし，乙れを，臨床的な診断法にまで系統づけた人
は Hinesと Brown(1932)<めである。氏らはどC
の水に手を入れたときに生じる血圧充進をはかり， 
S. P.，D.P.についてつぎの成績をえた。 
a. 17 --50才の健康者 40名Kついて， S. P.は 
+8.9 mmHg，D. P.は +7.5mmHg上昇した。 
b. 19 ~44才の健康者，た Y し， 家族Iζ高血圧
のあるとき (potential hypertension) 8名につい
て， S. P.は +30.1mmHg，D. P.は十22.1mmHg
充進した。
c. 7名の，初期，または不安定性高血圧症で，
網膜脈管に硬化のないか，心拡大のない人では" S. 
P.が +32mmHg，D. P.が +21mmHgであった。
d. 網膜脈管に硬化をもち，または，心拡大のあ
る高血圧症 11名については， S.P.が +38.4mmHg， 
D.P.が +32.5mmHgであった。 
e. 55--91才で， 8名の動脈硬化はあるが，血圧
のふつうな人では， S.P.が +13.1mmHg，D. P.が
10.8mmHgであった。 
がいうよう 1<:，C.P.T.で若年者より高年者K.，平
均して，血圧は充進する。しかし，本高症841名l乙
ついて， Hinesらは，平均した D.P.が 30.9mmHg 
充進するのはたいして，尋常血圧者 1015名Kつい
て，それは 13.2mmHgであったという。このさい，
年令の考慮も必要であるが，かならずしも，本高症
の血圧充進度がいちじるしいといえないと反論する
人もいる (28)(36)。また，腎性高血圧症の C.P.T.に
よる血圧充進は，本高症のそれより小さいという人
もある (2X16h
わたくしの観察では，やはり，年令を考慮しでも
本高症の C.P.T.による血圧充進度は，尋常者のそ
れより高い。しかし，これは，平均した数値につい
ていえることで，本高症ながら， normoreactor，と
きに hyporeactor もあふ尋常者でも hyperrea-
ctorを示す ζとがある。
節ブロック薬は， C.P.T.の昇圧を抑える。しか
し， Reserpine，および， Hydralazineのそれは弱
いか，ときlζ，抑えない。これは，すでに中村(和)
〈24〉，川並(12)らの見たところに一致する。
臥位の C.P.T.時， V.M.P.とD.P.十 1/3P，P，

の差が，土10%以内のものは測定しえた 16例中 10

例 (74%)，十10%を上まわるもの 3例(10%)，-10 

%を下まわるものは 3例 (13%)であり， V.M.P. 

とD.P. + 1/2P. P.の差が， :1:10%以内のものは 4
 
例 (25%)，+10%を上まわるものはなく， -10% 

を下まわるものは 12例 (75%)であった(図21)。

C5急性使用時の臥位における C.P.T.時は， V. 
M.P.とD.P.十1/3P. P.の差が，士10%以内のも 
のは，測定しえた 23例中 17例 (78%)，+10%を
上まわるもの 2例 (9%)，ー 10%を下まわるものは 
4例(13%)であり， V.M.P.とD.P.+ 1/2P. P. 
氏らは，とれ以来，ゃく 20年比 Fig. 21 V. M. P.，D. P. + 1/3P. P. and D. P. + 1/2P. P.， 

わたって，多数の例について，逐 estimated as to the maximal responses of cold 

時的i乙観察し， 1951(9)年以来，と
くに， D.P. Ir.注目し， normo・ V.H.P. 
師V吻 
reactorは10--20mmHgの充進 1511 
を示し，乙の上下を， hyperreac回 
tor，ならびに， hyporeactorとし
た。 Hinesは， hyporeactorから
持続性の高血圧者が出ることのす
くない点を指摘し， 1955(40)年lと
は，直接的に血圧を測って，これ
pressor test in recumbent. 
.~.".~-， _， 
v.1.忠 ， 
.プ/ノ刑伊Hf 
，"/- 竺一，/."..ノル 
!(}O 
までの業績を確かめた。 100 U;O咽咽"J UU 1511割朝時'1.
Hinesをはじめ，多くの人たち 仏忠 dJP.P. P.P.f弘r.!'.
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の差が， ::!:10%以内のものは 7例 Fig: 22 V. M. P.，D. P. +1/3P. P. and D. P. +1/2P. P.， 

(30%)，+10%を上まわる例はな estimated as to the maximal responses of cold pressor 

く， -10%を下まわるものは 16
test in recumbent after the acute administration of C;・

，-'/ v.t;.P
例 (70%)であった(図22)。 ふ/〆問brHg 三/
Rs使用時の臥位における C.P. 
1~吋 /刀， 15Of" /7，.:" 
'LYJ-l ，Jav--
T.時は， V.M.P.とD.P.+1/3	 
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は，測定しえた 15例中 12例 (80

%)， 十10%を上まわるもの 1例 
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10%以内のもの 3例 (20%)，十10

%をー上まわるものはなく， -10% 
Fig. 23 V. M. P.，D，_P.十 1/3P. P. and D. P. +1/2P. P.， 

estimated as to the maximal responses of cold pressor 

を下まわるものは 12例 (80%)で test in recumbent after the administration of Rs. 

あった(図 23)。 V.M.P. ， v.M.P， 
一・
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V.M.P.とD.P. +1/2P. P.の差 . 

， ， 
が， ::!:10%以内のものは 4例 (29	
100 150帽割Ha 
， 
100 150'"珊Hg 
P.P.f-!%o./'.p.p.括tf./). 	10を下まわるものは-10%%)， 
例 (71%)であった(図 24)。 Fig. 24 V. M. P.，D. P.十 1/3P. P. and D. P.十 1/2P. P.， 

C;使用例の立位における C.P. estimated as to the maximal responses of cold 

pressor test in the standing position.

T.時K，V.M.P.とD.P. +1/3 
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P.とD.P. + 1/2 P. P.の差が士10

%以内のもの 6例 (43%)，士10%

を上まわるもの 1例 (7%)，-10 

%を下まわるものは 7例 (50%) 100 1/;0"，mHg !(}() JliOmmHa 
であった(図 25)。 
D.P.t}]P.P. !J.f.f九f.f. 
Rs使用例の立{立における C.P.T.時は， V.M.P. 後の C.P.T.時比しらべTこ。そして D.P.十 1/3P. 
とD.P. + 1/3 P. P.の差が，士10%以内のものは， P.とD.P.十 1/2P.P.のいずれに近似するかをみ
測定しえた 14例中 9例 (64%)，-10%を下まわる た。しかるに，観察の各項で近似する%は多少こと
もの 5例 (36%)であり， V.M.P.とD.P.十 1/2P. なるけれども，どの項目においても， D.P.十1/3P. 
P.の差が，士10%以内のもの 3例 (21%)，-10% P.が D.P. + 1/2P. P.よりも V.M.P. rc近似する
を下まわるものは 11例 (79%)であった(図 26)。 ことをみた。また， V.M.P.はK.W.の分類， Ecg 
V.M.P.を臥位・立位の C.P.T.時， Rs・C5前 の変化の有無，年令，および，性にたいして，特記
i'04 メL ま士-788ー 千 葉 医 寸一 Z三Z 雑 白，1:1-
Fig. 25 V. M. P.，D. P. +1/3P. P. and D. P.十 1/2P. P.， 

estimated as to the maximal responses of cold pressor 

test in the standing position after the administration of C5・

V，11.P.
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第 35巻 
範囲lとしても左型傾向が多い。心
位は，半垂直心(26)(38%)が比較 
的多く， ST-Tの低下，および， 
Wilsonの胸誘導Kおける右心図
の“high taken of" は，全例
の，ゃく半数以上にあった。ま
た， QTでは，尋常値 (58%)が
多かった。 .， ， :/ 
100 I5()明明日2
 
IJ.P.f弘p.p. 
Fig. 26 V. M. P.，D. P. +1/3P. P. and D. P.十 1j2P，P"
 
estimated as to the maximal responses of cold pressor 

test in the standing position after the administration of Rs. 

ιVM.P. ， V.11.P' 
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C5および，Rs使用例ともに， 
各誘導における陽性Tの増高，陽
性Tの減高は，各例ごと K区々と
している。乙の理由は，各薬物の
示す FullActionのもとに観察し
たのではなく，長期薬物療法をは
さむ前後の状態を主自標として調
べ Tこからである。しかし， Ful1 
Actionのもとに観察すると，た 
とえば， C50.04，ないし， 0.07mg 
jkg筋注 30分後では， QTの短縮
した例が，延長した例より，や〉
101) 
 "〆J'•• 100 

. .'/ ，; 
多い。節ブロック剤による変時性
に2種あることは，すでに，協研
者川並が述べている。すなわち，
このさい，注射前の心拍数のあり
• 100 150帽明討Z 100 

D.p.骨%f.P. 
すべき影響を示さなかった。
附本態性高血圧症の EcgKかんする補遺 
高血圧症の EcgKかんしては，最近の教室におけ
る業績にも，大御 (26)・浪1(25)らのそれがある。ま
た，降圧薬と Ecgについても，中村(和)(24¥ 川並
〈12〉，井原 (5うおよび，古橋(44)らの観察がある。わ
たくしの成績では，一般に，降圧薬による変化がす
くない。 ζれは，以上の人たちとちがって，薬物使
用後，短時間K調べたのではなく，むしろ，長期に
薬物療法を行って，その前後における差をとりあげ
たからである。それゆえ，低下した STの尋常化， 
Tの陽性化，いちじるしい左型の軽減化などが主で
あった。これらは，先人く17)のいうと乙ろと，ほ Y一
致する。しかし，他の薬物療法，たとえば，心不全
時の適量なジギタリス，甲状腺機能允進症は?こいす
るサイオユラシール系のように，不正拍をとるか，
どうかを調べたが，心房細動の大部分は，そのま〉
であっ?こ。
わたくしの観察例では，左型の Ecgが多く，尋常 
l!iOmmlfJ かたが，反応を規定する重要な一
fJ.P. 骨 ~"j.l'.P.
因子となる。なお， RsO.5mg，な
いい1.0mgの筋注 30分後Kおいては， QTの延長
した例が，短縮した例より多く， RRの短縮した例
は，延長した例よりも多い。尋常範囲の心拍数では
徐拍に傾く。これは衆知の事実である。しかし， ζ 
の点についてもいわゆる“Ausgangszustand，"な
らびl乙“Reaktionsanlage" (E.Mark(20))が大き
くものをいう。 
V. む す び 
66例の本高症について， V.M.P.を測り，立位
試験，寒冷昇圧試験を行い，さらに Rs，C5を用い，
その影響を調べた。 
1) 対照観察 916例中 10例に， Gomezのいう 
Hypertension moyenne isole' s. solitairをみとめ 
こ。7

2) V. M. P.とD.P.十 1/3P. P.，D. P. +1/2P. 

P.は年令および， K.W.の分類にたいして，いちじ
るしい特徴を示さない。 
3) V.M.P.の曲線が， Plateau，ないし，いち
第 2号 佐々木:本態性高血圧症lζおける Vaquezの中間血圧値と平均血圧計算値の対比一7に 花89一
じるしい Domeを作る場合，または，不正拍の場 
合， V.M.P.をきめる乙とが出来ない。 
4) 安静時には， D. P.十 1/2P.P.よりも D.P. 
十 1/aP.Pが，V.M.P. rc近似する。 
5) 立位試験時，さらには， Rs，C5使用後の立 
位試験時には，観察の各項で近似する%は多少乙と 
なるけれども， D.P.+1/2P.P.よりも D.P.十 1/3 
P.P.がV.M. P. fr.近似する。 
6) V. M. P.の立位性降圧は， S. P.および， D. 

P.の変化方向と ζとなり，独自の動きを示す場合が
あり， C5および，Rs使用時の立位性降圧でも同様
である。 
使用前後C5，・Rs時，P.T.C.臥位・立位の7) 

の C.P.T.時には，どの項目においても， D.P.+ 
1/2 P. P.よりも D.P.十 1/3P，P，が V.M. P. rc近似
する。
稿を終るにあたり，終始，御指導を賜わった
恩師斎藤十六教授に，心から感謝いたします。
また，御援助をいた Yいた千葉大学医学部第二
内科協研者各位K厚く御礼を述べます。
本論文の要旨は，第 19回(昭 30年)日本循
環器学会総会，第 20回(昭 31年)日本循環器
学会総会で報告した。
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